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1 発掘区全景 (空中写真合成)
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1 遺跡遠景 (南から北)
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1 第63号住居跡出土鍛冶関連遺物
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1 第37号住居跡カマド

3 第60号住居跡カマド

5 第 4号土墳断面 (土師器焼成墳)
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2 第60号住居跡遺物出土状況
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巻頭図版 8

1 第16号土墳断面

3 第16号土墳断面

5 第 18号土墳土層断面

2 第16号土墳

4 第18号土墳 (土師器焼成墳)

6 第40号土墳 (土師器焼成墳)

7 第40号土墳炭化材出土状況 8 第47号土墳 (土師器焼成墳)
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埼玉県は、「人と自然にやさしい道づくり」を道路整備の基本理念として掲げ、

環境への負荷の低減に十分配慮しつつ、誰もが安心・安全・快適に通行できる道路

空間の形成を推進しています。この基本理念のもと、県民の豊かな交流や活発な経

済活動を支える「渋滞のない円滑な自動車交通の実現」を目指し、バイパスの整備

や拡幅による幹線道路の整備、市街地を迂回する環状道路の整備などさまざまな取

り組みを実施しています。一般国道 122号蓮田岩槻バイパスの建設もそのひとつで

す。

一般国道 122号は、県東部および中央地域の産業・経済の発展を担う主要幹線道路

です。蓮田岩槻バイパスは昭和 43年度から整備が進められ、平成 18年 6月 に全線開

通いたしました。これにより、慢性的な渋滞に悩まされていた蓮田市内の交通アク

セスは飛躍的に改善されました。

蓮田市内には国指定史跡に新たに指定された黒浜貝塚をはじめ、当時の海岸線に

沿って縄文時代の遺跡が多数存在することが知られています。その後も、各時代に

わたり多くの遺跡がつくられ、まさに埋蔵文化財の宝庫といえるでしょう。

一般国道 122号蓮田岩槻バイパス事業地内には、周知の埋蔵文化財包蔵地として荒

川附遺跡があり、その取り扱いについて、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課 (当

時)が関係諸機関と協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず発掘調査を実施し、

記録保存の措置を講ずることとなりました。発掘調査は、埼玉県県土整備部道路街

路課の委託を受けて当事業団が実施いたしました。

発掘調査の結果、古墳時代中期～平安時代にかけて営まれた集落跡がみつかりま

した。鉄器を製作した当時の鍛冶屋 (鍛冶工房)や土師器を焼いた窯跡 (土師器焼成

墳 )が発見され、荒川附遺跡が「ものづくり」に関わるムラであったことがわかつて

まいりました。

本書はこれらの発掘調査の成果をまとめたものです。埋蔵文化財の保護や学術研

究の基礎資料として、また、普及・啓発および各教育機関の参考資料として広く活

用していただければ幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただきました埼玉県教

育局市町村支援部生涯学習文化財課をはじめ、発掘調査から報告書刊行に至るまで

ご協力をいただきました埼玉県県土整備部道路街路課、杉戸県土整備事務所、蓮田

市教育委員会並びに地元関係者各位に対し、厚く御礼申し上げます。

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 福 田 陽 充

平成 19年 3月



例 言

1 本書は、埼玉県蓮田市に所在する荒川附遺跡第

20次調査の発掘調査報告書である。

2 遺跡の略号と代表地番及び発掘調査に対する指

示通知は以下のとおりである。

荒川附遺跡第20次 (県遺跡番号 82-020)

略号 A R KWDK20

平成 13014年度

蓮田市関山3丁目12番地他

指示通知 平成 14年 3月 8日付け 教文第 2-

123号

3 発掘調査は、一般国道 122号蓮田岩槻バイパス

建設 (国道 122号道路改築)事業に伴う事前調

査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護

課 (当時 )が調整し、埼玉県県土整備部道路街

路課の委託を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財

調査事業団が実施した。

4 -般国道 122号蓮田岩槻バイパス建設事業に伴
い、刊行された発掘調査報告書は以下のとおり

である。

・1983『ささら。帆立 。馬込新屋敷・馬込大原』

(国道 122号道路改築)国道 122号バイパス関

係埋蔵文化財発掘調査報告一 I一 事業団報告

書第 24集

・1984『久台』国道 122号バイパス関係埋蔵文

化財発掘調査報告一 II一 事業団報告書第 36

集

01984『閏戸足利』国道 122号バイパス関係埋

蔵文化財発掘調査報告―III一 事業団報告書第
40集

・1985『ささら (II)』 国道 122号バイパス関係

埋蔵文化財発掘調査報告一Ⅳ一 事業団報告書

第 47集

01992『荒川附遺跡』国道 122号線バイパス関

係埋蔵文化財発掘調査報告一V一 事業団報告

書第 l12集

01995『堂山公園/久台』国道 122号線バイパ

ス関係埋蔵文化財発掘調査報告一Ⅵ一 事業団

報告書第 168集

。2007『久台遺跡Ⅲ』 国道 122号道路改築事業

関係埋蔵文化財発掘調査報告一Ⅷ一 事業団報

告書第339集

5 本事業は、第 I-3章の組織により実施した。

発掘調査は、平成 14年 3月 1日～平成 15年 1

月 31日 まで実施した。平成 14年 3月 1日～平成

14年 3月 31日 までは昼間孝志が、平成 14年 4

月 1日～平成 15年 1月 31日 までは富田和夫 0池

谷考史が担当して実施した。

整理・報告書作成事業は、平成 18年 4月 10日

～平成 19年 3月 23日 まで、富田が担当して実施

した。

6 遺跡の基準点測量及び空中写真撮影は株式会社
ムサシノ、株式会社東日本朝日航洋に委託して

実施した。

7 発掘調査時の写真撮影は各担当者が行い、遺物
の写真撮影は大屋道則が行った。

8 出土品の整理 0図版作成は富田が行い、新屋雅

明・瀧瀬芳之 0大谷 徹 0栗岡 潤 。上野真由美・

岡田勇介 。大和田瞳・矢田美知子・吉田美子の

協力、齊藤直美の補助を受けた。

9 本書の執筆は、 I-1を埼玉県教育局市町村支

援部生涯学習文化財課が、縄文土器は新屋、石

器は上野 。矢田、鉄器は瀧瀬、製鉄関連遺物は

栗岡、瓦は齊藤、他は富田が行った。

10 本書の編集は富田が行った。

ll 本書に掲載した資料は、平成 19年 4月 以降埼

玉県教育委員会が管理 0保管する。

12 本書の作成にあたり、下記の方々、機関から御

教示、御協力を賜った。記して感謝の意を表し

ます。 (敬称略)

蓮田市教育委員会 江口 桂 大塚孝司

奥野麦生 栗岡員理子 黒済和彦 小宮雪晴

田中和之 鶴間正昭 寺内正明 徳澤啓一



凡 例

1 遺跡全体におけるX・ Yの数値は、国土標準平

面直角座標第Ⅸ系 (原点北緯 36° 00′ 〔V■ 東

経 139° Ю
′
∞
″
)に基づく座標値を示す。また、

各挿図に記した方位はすべて座標北を示す。

K-7グ リッド北西杭の座標 は、 X=一

1330。 000m、 Y=-15910.000m。 北緯 35° 59′

16。 3728〃 、東経 139° 39′ 24。 7134″ である。

K-7グリッドの世界測地系による換算値はX

=-974.4228m、 Y=-16203。 1269m。北緯 35°

59′ 27.89771″ 、東経 139° 39′ 13。 06002〃 であ

る。

2 調査で使用したグリッドは国土標準平面直角座

標に基づく10× 10mの範囲を 1グ リッドとし、

調査区全体をカバーする方眼を組んだ。

3 グリッド名称は、北西隅を基点とし、北から南

方向にアルファベット (A・ BoC… )、 西から

東方向に数字 (102・ 3… )と 付し、アルフ

ァベットと数字を組み合わせ、例えばR-8グ

リッド等と呼称した。

4 本書の本文、挿図、表中に記した遺構の略号は

以下のとおりである。

SJ…竪穴住居跡 SD…溝 。堀状遺構

SE…井戸跡 SK…土墳 Pit…小穴 0柱穴

5 本書における挿図の縮尺は以下のとおりである。

但し、一部例外もある。

全測図 1:200

遺構図 1:∞ 遺構拡大図 1:30

土師器・須恵器など1:4

土器拓影図・石器・土製品 (土錘・土玉等)1:3

鉄器 0小型製品 (耳環・勾玉 0ミ ニチュア土器な

ど)1:2

6 遺物で断面を黒塗りしたものは須恵器を示す。

また、彩色された土器についてはその範囲に網

を掛けて示した (赤彩 10%。 黒色処理 30%)。

7 遺構断面図に表記した水準数値は、海抜標高を

表す。

8 遺物観察表の表記方法は以下のとおりである。
。高台付き不 (椀)は高台不 (椀)と表記した。

・口径・器高・底径はcm単位である。

。( )内の数値は推定値を示す。

。胎土は土器中に含まれる鉱物等のうち、特徴的

なものを記号で示した。

A一雲母 B一片岩 C―角閃石 D一長石 E
一石英 F一軽石 G一砂粒子 H一赤色粒子

I一 白色粒子 J一 白色針状物質 K一黒色粒

子 L一その他

・残存は残存率を差し、残存率は図示した器形に

対する大まかな遺存程度を%で示した。

。備考には出土位置、注記焔。、推定される須恵器

産地などを記した。

。備考欄の (床+α )は出土高を示し、床面から

α cm高い位置から出土したことを表す。

9 本書に使用 した地形図は、国土地理院発行

1/50000及び 1/25000地形図、蓮田市都市計画図

1/2500を使用した。



目 次

巻頭図版

序

例言

凡例

目次

I 発掘調査の概要 …………

1.発掘調査に至る経過

.発掘調査 0報告書作成の経過

.発掘調査、整理 0報告書刊行の組織

Ⅱ 遺跡の立地と環境 ……………………………

Ⅲ 遺跡の概要 …………

Ⅳ 遺構と遺物 ……………………………………021

1。 竪穴住居跡 …………………………………… 21

１

１

２

３

４

９

９
“
　

う
０

5.道路跡……………………………………………231

6。 谷部整地層

7。 井戸跡

8.ピ ット

9.その他の遺物

.土師器焼成墳について 252

・・・・・・・。・・・・・・・254

232

232

234

238

V 調査のまとめ …………………………………241

1。 荒川附遺跡20次の土器様相 ・……・………241

.集落構成について 0・ ・・・・・249

2。 土墳 ……

3.土師器焼成墳 ・・・・・00・・・・215 .ま とめ

4.溝跡 ……………………………………………0…221   写真図版

２

　

３

　

４

ｒ
Ｕ
ハ
Ｕ
∩
乙



第 1図 調査区分割図

第 2図 遺跡の位置と埼玉県の地形 …………

第 3図 周辺遺跡分布図 …………………………

第 4図 基本層序

挿 図 目 次

第37図 第11号住居跡出土遺物 …………

第38図 第12号住居跡 ……………

第39図 第12号住居跡出土遺物・

10  第40図 第13号住居跡

第41図 第13号住居跡出土遺物 …………

第42図 第14号住居跡 …………………………… 47

第43図 第14号住居跡出土遺物

第44図 第15号住居跡

第45図 第15号住居跡出土遺物 …………

第46図 第16号住居跡

３

　

４

　

４

　

５

　

６

４

４

４

４

４

８

９

９

０

０

２

３

４

５

６

７

８

‐
０

‐
ｌ

ｉ２

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

И
一
ρ
０

２

　

４

　

６

第14図 第 102号住居跡 ……

第15図 第 1号住居跡出土遺物 ………………

第16図 第 2号住居跡出土遺物 ………………

第17図 第 304号住居跡 ・・

荒川附遺跡と周辺の地形 ……………
011

荒川附遺跡全体図 ……………………… 12

全体図区割 り図 ………………………… 13

荒川附遺跡20次全体図 (1)…………・ 15

荒川附遺跡20次全体図 (2)・ …………・ 16

荒川附遺跡20次全体図 (3)

荒川附遺跡20次全体図 (4)

荒川附遺跡20次全体図 (5)

荒川附遺跡20次全体図 (6)

第 3号住居跡出土遺物 ………

第 4号住居跡出土遺物 ………

第 3・ 4号住居跡出土遺物 ・…

第 9号住居跡第1号カマド

第 9号住居跡出土遺物 (1)

第 9号住居跡出土遺物 (2)

第10号住居跡 ………………

第50図 第18号住居跡 ¨

第51図 第18号住居跡第 1・ 2号カマド 0……

第52図 第18号住居跡出土遺物 。・

第53図 第19号住居跡 ……………

第16号住居跡出土遺物 …………………

第17号住居跡 ……………………………

第17号住居跡出土遺物 …………………

第19号住居跡出土遺物

第20号住居跡 …………

第20号住居跡出土遺物

第 5図

第 6図

第 7図

第 8図

第 9図

第10図

第11図

第12図

第13図

第18図

第19図

第20図

第30図

第31図

第32図

第33図

７

　

８

　

９

　

０

　

１

　

２

　

４

　

５

　

６

　

７

　

７

　

８

　

９

　

９

　

０

　

１

　

２

　

３

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

９

　

０

‐

‐

‐

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

第47図

第48図

第49図

第54図

第55図

第56図

第21図 第 5号住居跡 …………

第22図 第 5号住居跡出土遺物

第23図 第 6号住居跡 ……………………………

第24図 第 6号住居跡出土遺物 ………………・

第25図 第 7号住居跡 ……………………………

第26図 第 7号住居跡出土遺物

第27図 第 8号住居跡 ……………………………

第28図 第 8号住居跡出土遺物 ………………

第29図 第 9号住居跡

第57図 第21号住居跡

第58図 第22号住居跡 ……………… ・・・・・・・0 63

第59図 第22号住居跡出土遺物

第34図 第10号住居跡第1号カマド

第35図 第10号住居跡出土遺物 ………………041

第36図 第ll号住居跡 ……………………………042

第60図 第23号住居跡 ……………

第61図 第23号住居跡カマド……

第62図 第23号住居跡出土遺物 (1)

第63図 第23号住居跡出土遺物 (2)

第64図 第24号住居跡 ……………・

第65図 第24号住居跡出土遺物 (1)・ ………

第66図 第24号住居跡出土遺物 (2)・………

第67図 第25号住居跡

第68図 第25号住居跡カマド ∴̈…………………

第69図 第25号住居跡出土遺物 ………………

第70図 第26号住居跡

第71図 第26号住居跡出土遺物

・ 66

0 67

0 68

0 69

0 70

071

９

一
　

ｏ
Ｏ

　

．４
．
　

ｒ
Э

７
Ｊ
　

７
Ｊ
　

７
Ｊ
　

”
ｒ

ρ
Ｏ

　

η
ノ

　

∩
Ｕ

７
Ｊ
　

″
ノ

　

η
′

第72図 第27号住居跡 ……



第73図 第27号住居跡カマド…………・………

第74図 第27号住居跡出土遺物 …………………

第75図 第28054号住居跡

第76図 第28号住居跡出土遺物・…

第77図 第29号住居跡 0カ マド・…

第78図 第29号住居跡出土遺物 (1)
第79図 第29号住居跡出土遺物 (2)
第80図 第30号住居跡 ………………

第81図 第30号住居跡出土遺物・…

第82図 第31号住居跡 ………

第41号住居跡出土遺物 ・……………120

第42号住居跡 ・…………………………121

第42号住居跡出土遺物 ・……………122

第43号住居跡 ・…………………………123

第43号住居跡出土遺物 (1)……………124

第43号住居跡出土遺物 (2) 125

第43号住居跡出土遺物 (3)・…・………126

第43号住居跡出土遺物 (4)……………127

第44号住居跡 ・………………………131

第44号住居跡出土遺物 (1)……………132

第44号住居跡出土遺物 (2)…………133

第45号住居跡 ・…・

第45号住居跡出土遺物 ・……・………135

第46号住居跡 ・………………………0… 136

第46号住居跡出土遺物 ・………………136

第47号住居跡 0カ マド ・……・………138

第47号住居跡出土遺物 ・………………139

第48053号住居跡 0……………………140

第48号住居跡出土遺物 (1)… ………141

第48号住居跡出土遺物 (2)… ………142

第49号住居跡 0遺物出土状況 ・……144

第49号住居跡出土遺物 (1)…………145

第49号住居跡出土遺物 (2)…………146

第50号住居跡 ・・・・・・・00148

第50号住居跡出土遺物 ・……………149

第51号住居跡

第51号住居跡出土遺物 ・……0……0… 150

第52号住居跡 ・‥………………………152

第52号住居跡遺物出土状況 ・………153

第52号住居跡出土遺物 0……0………154

第54号住居跡出土遺物 ・………………155

第55号住居跡 ・………………………155

第55号住居跡出土遺物 ・………………156

第56号住居跡 ・・・・・・158

第56号住居跡出土遺物 (1)…………159

第56号住居跡出土遺物 (2)

第57号住居跡 ・…………………………162

第57号住居跡カマド ・…………0……163

・・0100

……・……101

00・・・・・・・・・・102

・・・・00・・・・・・103

000・・・0・・・・0104

107

・・・・・・・108

・・・・・・0109

………110

0… … 112

第lll図

第112図

第113図

第114図

第l15図

第l16図

第l17図

第l18図

第119図

第120図

第121図

第122図

第123図

第124図

第125図

第126図

第127図

第128図

第129図

第130図

第131図

第132図

第133図

第134図

第135図

第136図

第137図

第138図

第139図

第140図

第141図

第142図

第143図

第144図

第145図

第146図

第147図

第148図

０

　

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

０

　

０

　

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

135

第86図 第33号住居跡 ………

第87図 第33号住居跡カマド……………………

第88図 第33号住居跡出土遺物 …………………

第89図 第34号住居跡 ……

第90図 第34号住居跡出土遺物 (1)
第91図 第34号住居跡出土遺物 (2)
第92図 第35号住居跡 (1)

第83図

第84図

第85図

第100図

第101図

第102図

第31号住居跡出土遺物 ………

第32号住居跡 …………………

第32号住居跡出土遺物 ………

第37号住居跡カマド ・…・

第37号住居跡出土遺物 (1)

第37号住居跡出土遺物 (2)

第93図 第35号住居跡 (2)・ ………

第94図 第35号住居跡出土遺物 (1)
第95図 第35号住居跡出土遺物 (2)
第96図 第35号住居跡出土遺物 (3)
第97図 第36号住居跡 ……………・ 105

第98図 第36号住居跡出土遺物 …………………106

第99図 第37号住居跡 ………

150

160

第103図 第38039号住居跡

第104図

第105図

第106図

第107図

第108図

第109図

第110図

第38号住居跡出土遺物は)・…………113

第38号住居跡出土遺物 (2)・・…………l14

第38号住居跡出土遺物 (3)…………115

第38号住居跡出土遺物 (4)……………116

第39号住居跡出土遺物 ・………………118

第40号住居跡 ・………………・………l18

第41号住居跡 0………………………・119



第149図

第150図

第151図

第152図

第153図

第154図

第155図

第156図

第157図

第158図

第159図

第160図

第161図

第162図

第163図

第164図

第165図

第166図

第167図

第168図

第169図

第170図

第171図

第172図

第173図

第174図

第175図

第176図

第177図

第178図

第179図

第180図

第181図

第182図

第183図

第57号住居跡出土遺物 (1)…………164

第57号住居跡出土遺物 (2)…………165

第58号住居跡 ・…………………………167

第58号住居跡出土遺物 ・……………167

第59号住居跡 ・・………………………169

第59号住居跡出土遺物

第60号住居跡 ・………………………・171

第60号住居跡カマド ・・0172

第60号住居跡遺物出土状況 (1)……173

第60号住居跡遺物出土状況 (2)……174

第60号住居跡出土遺物 (1)…………175

第60号住居跡出土遺物 (2)¨・………176

第60号住居跡出土遺物 (3)・ …………177

第60号住居跡出土遺物 (4)…………178

第60号住居跡出土遺物 (5)…………179

第60号住居跡出土遺物 (6)……………180

第60号住居跡出土遺物 (7)…………181

第61号住居跡 ・…………………………185

第61号住居跡出土遺物

第62号住居跡 。出土遺物

第63号住居跡 ・………………・………188

第63号住居跡鍛冶炉跡 (1)

第63号住居跡鍛冶炉跡 (2)

第63号住居跡出土遺物 (1)

第63号住居跡出土遺物 (2)

第63号住居跡出土遺物 (3)

第63号住居跡出土遺物 (4)

第63号住居跡出土遺物 (5)

第63号住居跡出土遺物 (6)

第63号住居跡出土遺物 (7)

第64号住居跡

第64号住居跡出土遺物 ・……

第65号住居跡

第65号住居跡出土遺物 ・……

土墳 (2)…………

土墳 (3)…………………………

土墳 (4)…………

土師器焼成墳 (1)………………………216

土師器焼成墳 (2)………………………217

土師器焼成墳 (3)………………………218

土墳出土遺物 ・・

溝跡 (1)・………

溝跡 (2)

溝跡 (3)……………………………

溝跡 (4)……………

溝跡 (5)……………

溝跡 (6)

溝跡出土遺物

第 1号道路跡見取り図

第 1号道路跡 (東壁)0
谷部整地層 (1)…………

谷部整地層 (2)

第 1号井戸跡 0出土遺物

ピット出土遺物 ・

グリッド出土遺物

表採遺物 ・……

縄文時代の遺物

荒川附遺跡20次 I・ II期の土器群

・・・・・・242

第208図 荒川附遺跡20次

第184図

第185図

第186図

第187図

第188図

第189図

第190図

第191図

第192図

第193図

第194図

第195図

第196図

第197図

第198図

第199図

第200図

第201図

第202図

第203図

第204図

第205図

第206図

第207図

・・・・・209

……211

・0213

170

186

187

189

・・・・・・・・・・・・190

………… 191

00000・・・。・・0192

0・・・・・・・・・・・193

194

・・・・・・・・・。・・196

0・・・・・・・・・・・197

00000・・・・・・・198

０

　

２

　

３

　

５

　

６

　

７

　

８

　

０

　

１

２

２

２

２

２

２

２

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

∠
可
ｏ
０
９
“

ｏ
０
ｏ
０
９
“

И
４
Ｑ
υ
９
“

∠
可
　

（
６

　

∩
Ｖ

Ｑ
υ
　

Ｑ
υ
　

０
０

９

“
　

９
“
　

∩
乙

・・・・・・・0・ 240

第209図

第210図

第211図

荒川附遺跡20次

荒川附遺跡20次

荒川附遺跡20次

II1 0 Ⅳ期の土器群

・・・000000・・・・・・・・・・・・・・244

V期の土器群 …246

VI期 の土器群 …247

Ⅶ oⅧ期の土器群

２

　

３

　

４

　

５

　

７

０

０

０

０

０

２

２

２

２

２

第212図

第213図

・・・・・・248

荒川附遺跡の集落変遷 ………2500251

焼成墳の分布と武蔵国内の非ロクロ土

師器焼成墳 ……………………………253

土墳 (1)¨



‐」L‐

表 目 次

第 1表

第 2表

第 3表

第4表

第 5表

第 6表

第 7表

第 8表

第 9表

第10表

第11表

第12表

第13表

第14表

第15表

第16表

第17表

第18表

第19表

第20表

第21表

第22表

第23表

第24表

第25表

第26表

第27表

第28表

第29表

第30表

第31表

第32表

第33表

第34表

第35表

第36表

第 1号住居跡出土遺物観察表 ……… 23

第 3号住居跡出土遺物観察表 ………・24

第 4号住居跡出土遺物観察表 ………027

第 304号住居跡出土遺物観察表 ・・・27

第 5号住居跡出土遺物観察表 ………028

第 6号住居跡出土遺物観察表 ………・30

第 7号住居跡出土遺物観察表 ……… 32

第 8号住居跡出土遺物観察表 ……… 33

第 9号住居跡出土遺物観察表 ………・35

第10号住居跡出土遺物観察表 ………040

第ll号住居跡出土遺物観察表 ………・43

第12号住居跡出土遺物観察表 ……… 43

第13号住居跡出土遺物観察表 ………・47

第14号住居跡出土遺物観察表 ………・48

第15号住居跡出土遺物観察表 ………・49

第16号住居跡出土遺物観察表 ………051

第17号住居跡出土遺物観察表 ………・53

第18号住居跡出土遺物観察表 ……… 56

第19号住居跡出土遺物観察表 ………・58

第20号住居跡出土遺物観察表 ………・59

第22号住居跡出土遺物観察表 ……… 64

第23号住居跡出土遺物観察表 ……… 67

第24号住居跡出土遺物観察表 ………・72

第25号住居跡出土遺物観察表 ………・74

第26号住居跡出土遺物観察表 ………・77

第27号住居跡出土遺物観察表 ……… 80

第28号住居跡出土遺物観察表 ……… 83

第29号住居跡出土遺物観察表 ………086

第30号住居跡出土遺物観察表 ……… 89

第31号住居跡出土遺物観察表 ………・91

第32号住居跡出土遺物観察表 ………092

第33号住居跡出土遺物観察表 ………・94

第34号住居跡出土遺物観察表 ………・98

第35号住居跡出土遺物観察表 ………・99

第36号住居跡出土遺物観察表 ………106

第37号住居跡出土遺物観察表 ………111

第38号住居跡出土遺物観察表 ………116

第39号住居跡出土遺物観察表 ………118

第41号住居跡出土遺物観察表 ………120

第42号住居跡出土遺物観察表 ………122

第43号住居跡出土遺物観察表 ………128

第44号住居跡出土遺物観察表 ………134

第45号住居跡出土遺物観察表 ………135

第46号住居跡出土遺物観察表 ………137

第47号住居跡出土遺物観察表 ………139

第48号住居跡出土遺物観察表 ………142

第49号住居跡出土遺物観察表 0………147

第50号住居跡出土遺物観察表 ………148

第51号住居跡出土遺物観察表 ………151

第52号住居跡出土遺物観察表 ………153

第54号住居跡出土遺物観察表 ………155

第55号住居跡出土遺物観察表 ………156

第56号住居跡出土遺物観察表 ………161

第57号住居跡出土遺物観察表 ………166

第58号住居跡出土遺物観察表 ………168

第59号住居跡出土遺物観察表 0………169

第60号住居跡出土遺物観察表 ………182

第61号住居跡出土遺物観察表 ………186

第63号住居跡出土遺物観察表 ………193

第63号住居跡椀形滓観察表 ……………198

第64号住居跡出土遺物観察表 ………201

第65号住居跡出土遺物観察表 ………205

土墳一覧表 ………………………………214

土師器焼成墳一覧表 ……………………218

土墳出土遺物観察表 …………・………219

溝跡出土遺物観察表 …………………・

ピット出土遺物観察表 …………………

グリッドピットー覧表 …………………

グリッド出土遺物観察表 ……………・

表採遺物観察表 ……………

写真図版遺物番号対応表 1

第37表

第38表

第39表

第40表

第41表

第42表

第43表

第

“

表

第45表

第46表

第47表

第48表

第49表

第50表

第51表

第52表

第53表

第54表

第55表

第56表

第57表

第58表

第59表

第60表

第61表

第62表

第63表

第64表

第65表

第66表

第67表

第68表

第69表

第70表

第71表

９

　

４

　

５

　

９

　

９

２

３

３

３

３

２

２

２

２

２

…………巻末



写真図版目次

巻頭図版 1

巻頭図版 2

巻頭図版 3

巻頭図版 4

巻頭図版 5

巻頭図版 6

巻頭図版 7

巻頭図版 8

図版 1

発掘区全景 (空中写真合成)

遺跡遠景 (南から北)

C区全景 (空中写真)

B区全景 (南から)

C区全景 (北から)

第60号住居跡出土遺物

第35号住居跡出土遺物

第63号住居跡出土鍛冶関連遺物

焼成粘土塊 (第40号土墳 )

焼成粘土塊 (第 16号土墳 )

鍛造剥片 (第 63号住居跡 )

勾玉・耳環 。帯金具 。土製紡錘車

第63号住居跡遺物出土状況

第63号住居跡鍛冶炉

第18号住居跡カマド

第23号住居跡カマド

第25号住居跡カマド

第37号住居跡カマド

第60号住居跡遺物出土状況

第60号住居跡カマド

第 2号土墳 (土師器焼成墳)

第 4号土墳断面 (土師器焼成墳 )

第11号土墳 (土師器焼成墳)

第ll号土墳底面

第16号土墳 (土師器焼成墳)

第16号土墳断面

第16号土墳

第16号土墳断面

第18号土墳 (土師器焼成墳 )

第18号土墳土層断面

第40号土墳 (土師器焼成墳 )

第40号土墳炭化材出土状況

第47号土墳 (土師器焼成墳)

調査区全景 (A区)北から

調査区全景 (A区)南から

調査区全景 (B区)北から

調査区全景 (B区 )南から

調査区全景 (C区 )北から

調査区全景 (D区)北から

調査区全景 (D区 )南から

第 1号住居跡

第 1号住居跡遺物出土状況

第 1号住居跡カマド遺物出土状況

第 2号住居跡遺物出土状況

第 304号住居跡

第 4号住居跡カマド

第 5号住居跡遺物出土状況

第 6号住居跡

第 7号住居跡

第 7号住居跡遺物出土状況

第 8号住居跡遺物出土状況

第 9号住居跡

第 9号住居跡掘り方

第 9号住居跡遺物出土状況

第 9号住居跡カマド遺物出土状況

第10号住居跡

第10号住居跡遺物出土状況

第10号住居跡第 1号カマド遺物出土状況

第10号住居跡第2号カマド遺物出土状況

第ll号住居跡

第ll号住居跡遺物出土状況

第11号住居跡カマド遺物出土状況

第12号住居跡遺物出土状況

第12号住居跡貝層出土状況

第13号住居跡

第13号住居跡遺物出土状況

第13号住居跡カマド遺物出土状況

第14号住居跡

第14号住居跡遺物出土状況

第14号住居跡カマド

第15号住居跡

第16号住居跡遺物出土状況

図版 3

図版 4

図版 5

図版 6

図版 7

図版 8

図版 2 図版 9



図版 10

図版 ll

図版 12

図版ュ3

図版 14

第16号住居跡カマド

第17号住居跡

第17号住居跡遺物出土状況

第17号住居跡カマド

第18号住居跡遺物出土状況

第18号住居跡

第18b号住居跡第 3号カマド

第18a号住居跡第 1号カマド

第19号住居跡

第19号住居跡遺物出土状況

第19号住居跡カマド

第20号住居跡遺物出土状況

第20号住居跡カマド     .

第21号住居跡

第21号住居跡第 1号カマド

第22号住居跡

第22023号住居跡

第22023号住居跡遺物出土状況

第23号住居跡

第23号住居跡カマド

第23号住居跡カマド遺物出土状況

第23号住居跡カマド

第24号住居跡

第24号住居跡遺物出土状況

第25号住居跡

第25号住居跡遺物出土状況

第25号住居跡カマド

第25号住居跡カマド遺物出土状況

第26号住居跡

第26号住居跡カマド

第27a号住居跡

第27号住居跡

第27号住居跡遺物出土状況

第27号住居跡カマド

第28049051。 54号住居跡

第28054号住居跡

第29号住居跡

第29号住居跡遺物出土状況

図版 15

図版 16

図版 17

図版 18

図版 19

図版20

第29号住居跡カマド遺物出土状況

第29号住居跡カマド

第30号住居跡

第30号住居跡遺物出土状況

第31号住居跡

第31号住居跡遺物出土状況

第31号住居跡遺物出土状況

第32号住居跡遺物出土状況

第33号住居跡遺物出土状況

第33号住居跡カマド遺物出土状況

第34号住居跡遺物出土状況

第34号住居跡遺物出土状況

第35号住居跡遺物出土状況

第36号住居跡

第36a号住居跡

第37号住居跡

第37号住居跡遺物出土状況

第37号住居跡カマド遺物出土状況

第38号住居跡カマド遺物出土状況

第38039号住居跡遺物出土状況

第39号住居跡

第39号住居跡カマド遺物出土状況

第40号住居跡

第41号住居跡遺物出土状況

第42号住居跡

第43号住居跡

第43号住居跡遺物出土状況

第43号住居跡遺物出土状況

第43号住居跡カマド

第44号住居跡

第44号住居跡掘 り方

第44号住居跡遺物出土状況

第44号住居跡遺物出土状況

第44号住居跡カマド

第45号住居跡遺物出土状況

第46号住居跡

第46号住居跡遺物出土状況

第47号住居跡



図版21

図版22

図版23

図版24

図版25

図版26

図版27

第47号住居跡遺物出土状況

第47号住居跡カマド遺物出土状況

第48号住居跡

第44～48・ 50053号住居跡

第48号住居跡遺物出土状況

第49号住居跡

第49号住居跡遺物出土状況

第49号住居跡カマド

第50号住居跡遺物出土状況

第51号住居跡

第51号住居跡遺物出土状況

第52号住居跡

第52号住居跡遺物出土状況

第55号住居跡

第56b号住居跡

第56号住居跡

第56b号住居跡遺物出土状況

第56号住居跡遺物出土状況

第57号住居跡

第57号住居跡遺物出土状況

第57号住居跡カマド

第58号住居跡

第58号住居跡遺物出土状況

第59号住居跡遺物出土状況

第60号住居跡

第60号住居跡遺物出土状況

第60号住居跡遺物出土状況

第60号住居跡カマド遺物出土状況

第60号住居跡カマド遺物出土状況

第61号住居跡遺物出土状況

第62号住居跡

第63号住居跡

第63号住居跡遺物出土状況

第63号住居跡遺物出土状況

第63号住居跡鍛冶炉

第63号住居跡鍛冶炉断面

第63号住居跡鍛冶炉断ち割り

第63号住居跡鍛冶炉断ち割 り

第63号住居跡鉄床石出土状況

第63号住居跡鍛冶炉掘り方0第 1号土墳

第63号住居跡鍛冶炉

第63号住居跡第 1号土墳断面

第63号住居跡鋸出土状況

第63号住居跡遺物出土状況

第64号住居跡遺物出土状況

第64号住居跡遺物出土状況

第65号住居跡

第65号住居跡遺物出土状況

第 2号土墳 (土師器焼成墳)

第 4号土墳 (土師器焼成墳)遺物出土

状況

第ll号土墳 (土師器焼成墳 )

第13号土墳 (土師器焼成墳 )

第16号土墳 (土師器焼成墳 )

第16号土墳焼土検出状況

第16号土墳焼土断ち割り

第18号土墳 (土師器焼成墳)焼土範囲

第18号土墳焼土断ち割 り

第19号土墳

第19号土墳断面

第24号土墳遺物出土状況

第25号土墳断面

第30号土墳

第31号土墳

第33号土墳

第35号土墳

第38号土墳

第39号 (土師器焼成墳)土墳

第40号 (土師器焼成墳)土墳

第40号土墳 (土師器焼成墳)炭化材出

土状況

第42号土墳

第46号土墳 (土師器焼成墳 )

第47号土墳 (土師器焼成墳 )

第47号土墳断面

第53号土墳

図版29

図版30

図版31

図版32

図版28



図版33

図版34

図版35

図版36

図版37

図版38

図版39

図版40

図版41

第58号土墳

第58号土墳遺物出土状況

第58号土墳遺物出土状況

第 102号溝跡

第 2号溝跡

第 3号溝跡

第 4号溝跡

第 5・ 6号溝跡

第 7号溝跡

第 8号溝跡

第11号溝跡

第12号溝跡

第13号溝跡

第15号溝跡

第18号溝跡

第 1号住居跡出土遺物

第 3号住居跡出土遺物

第 3号住居跡出土遺物

第 304号住居跡出土遺物
第 9号住居跡出土遺物

第10号住居跡出土遺物

第12号住居跡出土遺物

第13号住居跡出土遺物

第10号住居跡出土遺物

第ll号住居跡出土遺物

第13号住居跡出土遺物

第14号住居跡出土遺物

第14号住居跡出土遺物

第16号住居跡出土遺物

第17号住居跡出土遺物

第17号住居跡出土遺物

第18号住居跡出土遺物

第19号住居跡出土遺物

第20号住居跡出土遺物

第20号住居跡出土遺物

第22号住居跡出土遺物

第24号住居跡出土遺物

第25号住居跡出土遺物

図版42

図版43

図版44

図版45

図版46

図版47

図版48

図版49

図版50

図版 51

図版52

図版53

図版54

第25号住居跡出土遺物

第26号住居跡出土遺物

第27号住居跡出土遺物

第28号住居跡出土遺物

第29号住居跡出土遺物

第32号住居跡出土遺物

第32号住居跡出土遺物

第33号住居跡出土遺物

第35号住居跡出土遺物

第35号住居跡出土遺物

第35号住居跡出土遺物

第37号住居跡出土遺物

第37号住居跡出土遺物

第38号住居跡出土遺物

第38号住居跡出土遺物

第39号住居跡出土遺物

第43号住居跡出土遺物

第43号住居跡出土遺物

第43号住居跡出土遺物

第44号住居跡出土遺物

第44号住居跡出土遺物

第44号住居跡出土遺物

第46号住居跡出土遺物

第47号住居跡出土遺物

第48号住居跡出土遺物

第49号住居跡出土遺物

第49号住居跡出土遺物

第49号住居跡出土遺物

第50号住居跡出土遺物

第52号住居跡出土遺物

第55号住居跡出土遺物

第56号住居跡出土遺物

第56号住居跡出土遺物

第57号住居跡出土遺物

第58号住居跡出土遺物

第59号住居跡出土遺物

第59号住居跡出土遺物

第60号住居跡出土遺物

図版55



図版56

図版57

図版58

図版59

図版60

図版61

図版62

図版63

図版64

図版65

図版66

図版67

図版68

第60号住居跡出土遺物

第60号住居跡出土遺物

第60号住居跡出土遺物

第61号住居跡出土遺物

第63号住居跡出土遺物

第63号住居跡出土遺物

第65号住居跡出土遺物

第64号土墳出土遺物

第 1号住居跡出土遺物

第 9号住居跡出土遺物

第12号住居跡出土遺物

第14号住居跡出土遺物

第16号住居跡出土遺物

第19号住居跡出土遺物

第22号住居跡出土遺物

第23号住居跡出土遺物

第23号住居跡出土遺物

第24号住居跡出土遺物

第25号住居跡出土遺物

第26号住居跡出土遺物

第29号住居跡出土遺物

第30号住居跡出土遺物

第30号住居跡出土遺物

第31号住居跡出土遺物

第34号住居跡出土遺物

第34号住居跡出土遺物

第34号住居跡出土遺物

第35号住居跡出土遺物

第37号住居跡出土遺物

第37号住居跡出土遺物

第38号住居跡出土遺物

第41号住居跡出土遺物

第42号住居跡出土遺物

第44号住居跡出土遺物

第47号住居跡出土遺物

第48号住居跡出土遺物

第50号住居跡出土遺物

第52号住居跡出土遺物

図版70

図版71

図版72

図版73

図版74

図版75

図版76

図版77

図版78

図版79

図版80

図版81

図版82

図版83

第52号住居跡出土遺物

第57号住居跡出土遺物

第59号住居跡出土遺物

第60号住居跡出土遺物

第61号住居跡出土遺物

第63号住居跡出土遺物

第64号住居跡出土遺物

第65号住居跡出土遺物

第 4号土墳出土遺物

表採遺物

第 9号住居跡出土遺物

第10号住居跡出土遺物

第20号住居跡出土遺物

第23号住居跡出土遺物

第27号住居跡出土遺物

第29号住居跡出土遺物

第37号住居跡出土遺物

第46号住居跡出土遺物

第47号住居跡出土遺物

第48号住居跡出土遺物

第49号住居跡出土遺物

第57号住居跡出土遺物

第60号住居跡出土遺物

第60号住居跡出土遺物

第58号土墳出土遺物

平瓦 凸面 (1)
平瓦 凸面 (2)
鉄製品 (1)

鉄製品 (2)

鉄製品 (3)

鉄製品 (4)

鉄製品 (5)

羽口 (1)

羽口 (2)

羽口 (3)

羽口 (4)

鉄滓 (1)

鉄滓 (2)

図版69 図版84



図版85

鉄滓 (3)

鉄滓 (4)

鉄滓 (5)

鉄床石

土玉 (1)

土玉 (2)

土玉 (3)

土錘

図版86

図版87  中 。近世遺物

図版88

砥石

紡錘車

丸玉

勾玉

図版89

図版90

耳環

取瓶

墨書土器

石製模造品

石製品 (1)

石製品 (2)

石製品 (3)

石製品 (4)

ヘラ記号

イシガイ

縄文土器 (1)

縄文土器 (2)



I

1.発掘調査に至る経過
昭和 47年以降の東北縦貫自動車道の開通により、

一般国道 122号線の交通量は一段と増加し、特に蓮

田市内においては市の中心部を通過することから渋

滞が著しく、交通量緩和の対策が要望されていた。

埼玉県では、このような状況に対処するため、一

般国道 122号蓮田岩槻バイパスの建設を計画した。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課では、

このような施策の推進に伴う文化財の保護について、

従前より関係部局との事前協議を重ね調整を図って

きたところである。

昭和
"年
10月 29日付け道建第M3号をもって「一

般国道 122号 (蓮田市)建設予定地内の埋蔵文化財

の所在について」、道路建設課長 (当時)か ら文化

財保護課長 (当時)へ照会がなされた。文化財保護

課では遺跡地図と照会した結果、昭和 51Z暮2月 4

日付け教文第 960号をもって概ね下記のとおり回答

した。

①建設予定地内には現在 7箇所の周知の遺跡が所在

する。

②詳細については、さらに現地踏査を実施する必要

があること。

その後、文化財保護課と道路建設課では現地確認

を含めた調査を行いながら、これらの遺跡の取り扱

いについて協議を重ねた結果、路線変更が困難であ

るためにやむを得ず記録保存のための発掘調査を実

施することが決定した。

この決定を受けて、道路建設課長から昭和 54年

4月 19日 付け、道建第 120号をもって「一般国道

122号 (蓮田市地内)道路改良事業区域内における

埋蔵文化財発掘調査について」協議がなされた。文

化財保護課では、昭和 54年 10月 1日 付け教文第

704号により、調査の期間、範囲、経費と文化財保

護課が直営で実施することを回答した。

法定手続きを終了した後、昭和 54年 11月 から調

査着手が可能な地点から順次発掘調査を実施した。

また昭和 55年度からは、増大する公共事業に対処

するために設立された財団法人埼玉県埋蔵文化財調

査事業団に発掘調査が引き継がれた。

本書で報告する調査箇所の埋蔵文化財の所在及び

取扱いについては、平成 12年 5月 10日付け道建第

054号で、道路建設課長より文化財保護課長あてに

照会があった。文化財保護課では状況が整った箇所

から順次確認調査を実施し、その結果をもとに平成

13年 7月 16日 付け教文第 580号で次のように回答

した。

l 埋蔵文化財の所在

工事予定地には以下の埋蔵文化財が所在する。

2 取扱いについて

埋蔵文化財が所在する範囲について、工事計画上

やむを得ず現状を変更する場合には記録保存のため

の発掘調査を実施すること。

文化財保護法第 94条の規定に基づく埋蔵文化財

発掘通知が埼玉県知事土屋義彦から平成 14年 2月

20日 付け道街第 856号で提出され、それに対する

保護上必要な勧告は平成 14年 2月 28日 付け教文第

3-1031号で行った。また、文化財保護法第 92条

の規定による発掘調査届が財団法人埼玉県埋蔵文化

財調査事業団理事長から提出された。

発掘調査の届出に対する指示通知は以下のとおり

である。

平成 14年 3月 8日付け教文第 2-123号

(埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課)

名称 (m) 種 別 時  代 所 在 地

荒川附遺跡

(M82-020)

集落跡 旧石器 0縄文

0奈良 。平安

蓮田市関山

304丁 目

-1-



2.発掘調査・報告書作成の経過
(1)発掘調査

荒川附遺跡第 20次調査は、平成 14年 3月 1日か

ら平成 15年 1月 31日 まで実施した。調査面積は

6310だである。発掘調査は工事施工の関係で4分

割して実施した (調査順にA区～D区 と仮称した)。

A区は調査区北西寄りの部分で、調査面積 l110

だである。A区の調査は平成 14年 3月 1日～平成

14年 5月 10日 まで実施した。 3月、事務手続きと

事務所設置を終え、囲柵工事ならびに表土掘削を実

施した。 4月、遺構確認、基準点測量を行い、調査

に取り掛かった。狭長な調査区ながら15軒の竪穴

住居跡他の遺構が検出された。遺構の掘り下げ、土

層断面図 0平面図等の作成、遺構の写真撮影等の記

録を保存した。また、航空写真撮影後埋戻しを行い

5月 10日 までにA区の発掘調査は終了した。

B区 は調査区南西部に相当する。調査面積は

1590ぷである。調査は平成 14年 4月 22日 ～平成

14年 6月 30日 まで実施した。A区調査中の4月下

旬から5月上旬にかけて表土掘削を行い、その後、

基準点測量を経て調査を開始した。調査区南端部は

低地に移行するため、遺構は少ないと予想されてい

たが、調査の結果、集落が連続すること力洋」明した。

この谷部は湧水が激しく、調査は難航した。

古墳時代中期～平安時代の竪穴住居跡 25軒、土

器焼成墳 9基等多数の遺構と遺物が検出され、急ピ

ッチで調査を進めた。6月 22日 (日 )、 現地説明会

を開催し、調査成果を一般市民の方々に公開した。

平面図・断面図、写真撮影、航空写真撮影等必要

な調査記録を作成した。6月下旬埋戻し作業を完了

し、調査を終了した。

C区は調査区南東部に相当する位置にある。調査

面積は1690ぷ、平成 14年 6月 24日～平成 14年 10

月31日 まで調査を実施した。 6月下旬～ 7月、囲

柵作業を行い、表土掘削、遺構確認作業に取り掛か

る。調査は調査区北側の平坦地を中心に進めた。 8

月から9月 、順次谷部の調査に移行した。最深部で

は地表面下 3mに も達し、湧水が激しくB区同様調

査は難航した。古墳時代～奈良時代の竪穴住居跡

18軒 (B区 と同一遺構 4軒含む)、 土器焼成墳 4基

等が発見された。10月 、航空写真撮影と埋戻し作

業を終えて調査は完了した。

D区は調査区北東部に相当する一角である。D区

の調査は平成 14年 10月 28日 ～平成 15年 1月 31日

まで実施した。調査面積は 1920だである。

10月下旬～ ll月、囲柵作業と表土掘削・基準点測

量を実施し、引き続き調査に取り掛かった。竪穴住

居跡 12軒、土墳 15基などが発見された。特に、鍛

冶工房の発見は注目される成果である。調査記録を

作成し、平成 15年 1月 9日 航空写真を撮影した。
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その後、埋戻し作業や事務所の撤収などを行い荒川

附遺跡第 20次調査は全て終了した。

(2)整理・報告書作成

整理報告書作成事業は、平成 18年 4月 10日～平

成 19年 3月 23日 まで実施した。遺物の水洗 。註記

作業を行った後、接合 。復元作業を実施した。

接合後、遺物実測を実施した。甕 。壺などの大型

品、暗文など複雑な文様が施された土器を中心に機

械実測 (3スペース)を利用し素図を作成した。こ

の素図をもとに実測図を完成させた。実測図は製図

ベンで墨入れ (ト レース)し、必要に応じて拓影を

採った。実測図と拓影図を組み合わせてレイアウト

し、遺物図版の版下を作成した。

遺構図面は図面整理と修正を経て第 2原図を作成

した。第 2原図はスキャナーでコンピューターに取

3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織

り込んだ後、グラフイックソフトでデジタルトレー

ス ◆土層説明等の入カデータを組み込んで編集作業

を実施し、遺構図版の版下を作成した.

実測遺物はその属性をパソコンに入力し、データ

処理・編集して遺物観察表を作成した。また、遺存

度の高い遺物を中心に復元作業を実施し、写真撮」彫

を実施した。調査時に撮影した写真を選択し、遺物

写真とともに焼き付け、 トリミング指示などを行い、

写真図版を作成した。

これらのデータを基に原稿を執筆し、遺構図版・

遺物図版・写真などを組み合わせて割付を作成した。

印刷業者の決定、原稿・版下等の入稿後、 3回の

校正を経て3月 下旬報告書を刊行した。図面類 。写

真類 0遺物は整理分類して、収納作業を実施した。

平成 13年度 (発掘調査 )
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II 道跡の立地と環境
1.地理的環境
荒川附遺跡は埼玉県東部の蓮田市関山3丁目から

4丁目に所在する。JR宇都宮線蓮田駅からは北約

l kmの位置にある。

荒川附遺跡の立地する大宮台地は関東平野の中央

に位置し、中川低地によって下総台地と隔てられ、

さらに荒川低地によって武蔵野台地と区分されてい

る (第 2図 )。

大宮台地は北西―南東方向に伸びる台地で、全体

的には約 8万年前以降に利根川―荒川水系によって

形成された、いわゆる武蔵野面に対比される。大宮

台地は中央部を北西―南東方向に流れる星川～綾瀬

川を境として、南西側の連続した台地と、北東側の

散在する台地群に区分される。南西側は2つに、北

東側は4つの支台に分けられる。

荒川附遺跡は北東側の支台群のうちの一つである、

蓮田支台に立地している。蓮田支台は岩槻支台と連

続するため、蓮田岩槻支台とも呼ばれる細長い台地

で、東を元荒川、西を綾瀬川に挟まれる。蓮田市高

虫付近から始まり、井沼、閏戸を経て蓮田駅付近ま

で続く。標高は13～ 16m程度でおよそ平坦である。

蓮田駅からさいたま市平林寺付近の間で台地は急に

狭く低くなり、ここを境に南を岩槻支台と呼称して

いる。台地はさいたま市尾ヶ崎付近まで延びる。荒

川附遺跡は蓮田支台の南東端に位置している。

荒川附遺跡は元荒川に面する台地縁辺に立地し、

元荒川までは直線距離で 100m程度である。遺跡は

標高 13mの台地上に位置するが、地形的には元荒

川へ向かって下る緩やかな斜面地である。遺跡範囲

の東端がほぼ段丘崖と重なり、遺跡南東は標高9m

の元荒川の低地域にまで及ぶことが判明している。

遺跡全体の比高差は4m以上認められ、元荒川を意

識して遺跡が形成されたことが窺える。
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2.歴史的環境
荒川附遺跡 (1)の位置する蓮田台地周辺には、 1日

石器時代から近世に至る数多くの遺跡が残されてい

る。 1日石器は荒川附遺跡のほか宿浦遺跡 (∞)で礫群、

天神前遺跡 (32)、 伊奈町の大山遺跡 (18)で石器集

中区が確認されている。

縄文時代に入ると、草創期～早期の遺跡が急激

'こ
その数を増し、馬込新屋敷遺跡 (5)、 馬込大原遺跡

(6)、 宿下遺跡 (31)、 天神前遺跡などで早期後半の

炉穴が検出されている。前期は海進の影響により関

山貝塚 (23)、 黒浜貝塚 (四)な どの貝塚が発達したほ

か、帆立遺跡 (4)、 椿山遺跡 (28)、 宿上遺跡 (7)、

宿下遺跡、天神前遺跡、十二番耕地遺跡 (19)が台地

縁辺を主に分布する。中期の遺跡は台地上にさらに

広がり、代表的なものでは馬込八番遺跡 (26)、 宿下

遺跡、椿山遺跡において住居跡が検出されている。

後晩期では南に位置する久台遺跡 (3)、 ささら遺

跡 (25)を はじめとして、大宮台地南東部に遺跡の

集中することが知られている。八幡溜遺跡 (27)の

ほか、さいたま市真福寺貝塚、裏慈恩寺遺跡などが

ある。久台遺跡や正福院貝塚 (56)は、雅楽谷遺跡 ③

で見つかったものと同種の環状盛土遺構の存在が指

摘されている。

弥生時代前期に遡る遺跡は今のところ発見例はな

い。弥生時代中期の遺跡は元荒川 0綾瀬川に面した

台地縁辺に、遺跡が点々と形成された状況が窺われ

る。蓮田市内では宿下遺跡から須和田期後半の再葬

墓が 2基発見され、副葬品として管玉が出土した。

また、さいたま市岩槻区南遺跡 (横川他 1971)や諏

訪山遺跡 (横川他前掲書)から須和田期の上器が発

見されている。中期後半 (宮ノ台期)には馬込遺跡

(ω)、 掛貝塚 (■)が元荒川沿いに、平林寺遺跡 組)、

西原遺跡 (49)が籠剌 |1流域に分布し、馬込 。掛貝塚・

西原遺跡では集落の一部が発見されているが、集落

規模は小規模に留まっていたようだ。

弥生後期前半段階の遺跡様相は不明確である。周

辺地域で遺跡が増加するのは後期後半以降で、とく

に後期終末～古墳時代初頭頃大宮台地上に多数の集

落が営まれるようになり、蓮田市内では椿LL齢 暉狗、

ささら遺跡、馬込八番遺跡、馬込新屋敷遺跡、馬込

大原遺跡、宿上遺跡 (7)等で集落が、久台遺跡か

らは方形周溝墓が検出されている (註 1)。 その他、

さいたま市平林寺遺跡、本曽良遺跡、吉野原遺跡

“

)、

高台山遺跡 (48)、 伊奈町薬師堂根遺跡 (11)、 戸崎

前遺跡 (12)、 大山遺跡 (18)、 上尾市二番耕地遺跡 (Ю)、

尾山台遺跡 (44)な どが調査されており、広範に集

落が展開した様子が窺われる。この時期は外来系土

器が搬入されたり、その影響を強く受けた土器が作

られるのが特徴で、蓮田市ささら遺跡と馬込八番遺

跡からは手焙 (て あぶり)形土器、さいたま市岩槻

区の平林寺遺跡からは東海西部地方の影響を受けた

壺や畿内周辺の叩き技法を持つ甕が出土している。

また、さいたま市岩槻区の本曽良遺跡は集落を取り

巻 く溝 (堀 )が発見され、「環濠集落」として著名

である (村田他 1998)。

古墳時代中期には遺跡数が激減する。蓮田市閏戸

吹上遺跡で住居跡 1軒、自岡町神山遺跡 (9)か ら

和泉期の住居跡が 2軒検出された他には、荒川附遺

跡で集落が検出されている程度である。伊奈町大山

遺跡からは和泉期の住居跡が検出されている。荒川

附遺跡と元荒川を挟んだ対岸の椿山遺跡からは、 5

世紀末を前後する中期古墳 4基と後期古墳 1基が調

査された。

古墳時代後期では荒川附遺跡が中核的な集落で、

6世紀前半以降、平安時代に至るまで連綿と集落が

維持される。他にはささら遺跡で住居跡 1軒、殿の

下遺跡 (36)か ら住居跡 3軒、自岡町神山遺跡から

7世紀前半の住居跡が 2軒検出されている。綾瀬川

流域でも非常に少なく、伊奈町大山遺跡で住居跡が

9軒発見された程度である。

後期古墳としては荒川附遺跡北方に十三塚古墳

(22)が位置する。直径 24mの 円墳で凝灰質砂岩切

石積みの横穴式石室を備え、蓮田地域における7世
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周辺遺跡一覧表
1荒川附遺跡 13原遺跡

14北遺跡
15丸山遺跡
16赤羽遺跡
17伊奈氏屋敷跡
18大山遺跡
19十二番耕地遺跡
20二番耕地遺跡
21御林遺跡
22十三塚古墳
23関山貝塚
24坂堂貝塚

37御殿場遺跡
38宮の前遺跡
39黒浜堀ノ内遺跡
40馬込遺跡
41平林寺遺跡
42愛宕山遺跡

25さ さら遺跡
26馬込八番遺跡
27八幡溜遺跡
28椿山遺跡
29黒浜貝塚
30宿浦遺跡
31宿下遺跡
32天神前遺跡
33黒浜耕地遺跡
34江ケ崎貝塚
35聞戸吹上遺跡
36殿の下遺跡

跡
跡
遺
遺

地
地
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跡
跡
跡
耕
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跡
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９
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１１

１２

堂山公園遺跡
久台遺跡
帆立遺跡
馬込新屋敷遺跡
馬込大原遺跡
宿上遺跡
雅楽谷遺跡

神山遺跡
聞戸足利遺跡

薬師堂根遺跡

戸崎前遺跡

49西原遺跡   61谷 津下 I遺跡
50黒浜新井遺跡 62八番耕地遺跡
51寺前平方遺跡 63吉野原遺跡
52笹山遺跡
53掛貝塚
54不動山貝塚
55タ タラ山遺跡
56正福院貝塚
57綾瀬遺跡
58上間戸 (栗崎)貝塚
59小貝戸貝塚
60大針貝塚

第 3図 周辺遺跡分布図
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紀前半の代表的な古墳である。元荒川対岸の椿山古

墳群には前述したように後期 (6世紀後半)に降る

古墳が 1基確認されている。また、元荒川右岸のさ

さら遺跡からは3基の円墳が調査されている。 10

3号墳は凝灰質砂岩切石積みの横穴式石室がつくら

れており、 7世紀の築造と推定される。集落の動向

と軌を一にするともいえるが、周辺地域に有力な群

集墳はない。元荒川下流域ではさいたま市岩槻区に

つかのこし古墳と竹たば古墳が存在したことが知ら

れており (岩槻市 1983)、 元荒川を上流に辿ると、

菖蒲町神ノ木 II遺跡で古墳時代中期～後期にかけて

の古墳群が調査されている (註 2)。

奈良・平安時代に入ると集落は増加する。元荒川

流域では荒川附遺跡が最大規模で、古墳時代以来の

中核集落であることは疑いない。荒川附遺跡は奈良

時代が主体で、平安時代にはやや集落が衰退するよ

うだ。 9世紀後半に至ると、対岸の椿山遺跡に主体

が移るように見受けられる。椿山遺跡は現在までに

平安時代の住居跡 76軒、掘立柱建物跡 1棟、製鉄

関連の生産跡器基、土墳 12基が調査されている (田

中他 2005)。 遺跡の中心時期は9世紀後半～ 10世紀

にかけてである。御林遺跡 (21)は事実上椿山遺跡

の一部で、平安時代の住居跡が 5軒調査され、「武

蔵」銘の紡錘車が出土している。御殿場遺跡 (37)

も御林遺跡同様、椿山遺跡に隣接する遺跡で、 9世

紀後半の住居跡 l軒が調査された。元荒川左岸の自

岡町タタラ山遺跡 (55)や中妻遺跡からは鉄滓や羽

口が出土している。志辺遺跡からは須恵器片ととも

に多量の鉄滓が採集されるという。また、自岡町山

遺跡からは古代の炭焼き窯が発見されるなど、タタ

ラ山遺跡周辺は、椿山遺跡同様古代の一大製鉄関連

遺跡群の存在が予想される (註 3)。 元荒川右岸で

は宮ノ前遺跡 (38)、 久台遺跡、ささら遺跡から住

居跡が検出され、荒川附遺跡以外は小規模な集落が

点々と形成されたようである。下流のさいたま市岩

槻区では、府内三丁目遺跡 (青木 2002)が あり、

9～ 10世紀の集落が調査されている。

綾瀬川支流の原市沼川流域に目を転じると、伊奈

町大山遺跡、薬師堂根遺跡 (ll)、 戸崎前遺跡 (la、

向原遺跡 (橋本田D、 丸山遺跡 (15)、 赤羽遺跡 (10、

上尾市秩父山遺跡 (43)、 宿前 I遺跡 (45)な どで該

期の集落が検出されている。これらの中でも戸崎前

遺跡と大山遺跡が中心的な集落と考えられ、 8世紀

前半から中頃以降集落が形成される。大山遺跡では

9世紀から10世紀にかけて操業したと推定される

4群

“

基の製鉄炉 (竪形炉)と それに伴う炭焼き窯、

工房跡、多数の住居跡が調査されており、鉄生産に

特化した手工業生産遺跡として注目される。

中世以降では、岩槻城をはじめ、多数の城館跡が

築城されている。荒川附遺跡北方に位置する閏戸足

利遺跡 (10)がある。同遺跡からは掘立柱建物跡 13

棟、井戸跡 13基、清跡 34条、土塁4基などが検出

され、中世後期～近世にかけての館跡と考えられて

いる。市内には中世～近世初頭と推測される黒浜堀

の内遺跡があり、館跡に伴う土塁が残る (田中他 1990)。

隣接する黒浜耕地遺跡 (33)や宿下遺跡から館に関

連するであろう溝跡が調査されている。また、江ヶ

崎貝塚 (34)に隣接する江ヶ崎城跡は鎌倉時代末～

室町期の城館跡といわれ、発掘調査の結果東西∞ m、

南北 67m、 土塁と内郭をもつことが判明したとい

う (蓮田市 2002)。 ささら遺跡や久台遺跡では区画

溝と建物跡が検出され「屋敷」の存在示すものとさ

れている (木戸 1984)、 帆立遺跡 (4)、 馬込新屋敷

遺跡 (5)、 馬込大原遺跡からは溝跡や土墳が検出さ

れ、陶磁器や板碑などが出土した。

綾瀬川水系では、戸崎前遺跡、薬師堂根遺跡、相

野谷遺跡、伊奈氏屋敷跡、東町二丁目遺跡、大山遺

跡などから中。近世の遺構と遺物が発見されている。

戸崎前遺跡からは一辺 70mの堀跡が、薬師堂根遺

跡からは区画溝を伴う建物跡・墓墳などが発見され

た。戸崎前遺跡からは近世末期の地下式墳が発見さ

れ、多量の陶磁器が出土した。

-7-



註

註 1

註 2

本年度報告予定 (事業団報告書第 339集 )。

本年度当事業団で調査を実施した。
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Ⅲ 道跡の概要

荒川附遺跡は大宮台地、蓮田岩槻支台上に立地す

る。蓮田岩槻支台は西を綾瀬川、東を元荒川によっ

て開析された南北に伸びる狭長な台地で、遺跡は元

荒川に向かって下る緩斜面に位置する。遺跡の標高

は9.5m～ 13.5m前後、元荒川河道まで約 100m

である。微地形を観察すると、遺跡の南側の新荒川

橋から蓮田中央小学校付近には元荒川から入り江状

に入り込む谷地形が形成されており、遺跡南端部で

は東方向と共に、谷に向かって南方向にも傾斜して

いる。最近の蓮田市教育委員会の調査成果や、当事

業団による県道上尾蓮田線関係の調査によって、元

荒川及び谷地形に移行する斜面低地部にも遺構が濃

密に分布することが判明しつつあり、元荒川の存在

が遺跡の形成に大きな役割を果たしていたと想定す

ることができる。

第4図には今回の調査区内6箇所に設定した旧石

器の確認調査区 (A～ F区)の土層を示した。上面

は遺構確認面で、ほぼソフトローム層に対応する。

A～ C区はほぼ平坦であるが、D～ F区に掛けて南

から北、西から東に向かって急激に下方傾斜してい

ることがわかる。第 4図第 2層はソフトローム層、

第304層はハードローム層と考えられる。

第 5層はB.B.I(第 1黒色帯)、 第 6。 7層は第

1黒色帯と第 2黒色帯に対比されよう。第 8層はい

わゆる水付きロームと考えられ、立川ローム第X層

対応層と推定される。ちなみに、 1日石器時代の石器

群は検出されなかった。

過去、荒川附遺跡の発掘調査は、財団法人埼玉県埋

蔵文化財調査事業団と蓮田市教育委員会 0蓮田市遺

跡調査会の三者によって実施されてきた。

蓮田市教育委員会 0蓮田市遺跡調査会の調査は平

成 18年度までに19次にわたって実施された。竪穴

住居跡 lll軒の他、土墳、溝跡など多数の遺構が検

出されている (註 1)。

当事業団の調査は昭和 58年度 0昭和 62年度 。平

成元年度の3ヵ 年、一般国道 122号蓮田岩槻バイパ

ス予定地の県道大宮・栗橋線を挟んだ南北の地域を

対象に断続的に実施した (事業団第 1～ 3次調査と

仮称)。 その成果は平成 3年度 (1992年 )、 事業団報

告書第 l12集 「荒川附遺跡」として刊行された (本

戸 1992)。

竪穴住居跡 97軒、竪穴状遺構 2基、円形環状遺

構 1基、土墳 65基、溝跡 22条が発見され、縄文時

代の住居跡 1軒、古墳時代中期 (和泉期)5軒、古
墳時代後期 (鬼高期)52軒、奈良時代 11軒、平安

時代 1軒、時期不明器軒の住居跡が時代を違えて累々

と形成されたこと力洋」明した。その他、 1日石器時代

のナイフ形石器が発見されており、1日石器時代から

生活の舞台として利用されていたことがわかる。

縄文時代の住居跡は晩期安行式期のものが 1軒発

見されているが、あまり明確なものではない。

次に生活の舞台となるのは古墳時代中期である。

5世紀前半～後半頃 (和泉期)の住居跡が 5軒調査

区中央付近に形成された。古墳時代後期、 6世紀前

半には県道大宮栗橋線以南のほぼ全域に拡大し、ll

軒の住居跡が営まれた。

およそ 7世紀前半にかけては 14軒の住居跡が、

7世紀後半代でも27軒の住居跡が形成され、荒川

附遺跡は集落のピークを迎えた。 8世紀前半に11軒、

8世紀後半には住居跡はなく、平安時代では9世紀

中頃の住居跡が 1軒検出されたのみである。

本書で報告する第 20次調査は、一般国道 122号

蓮田岩槻バイパス建設に伴うもので、事業団第 1～

3次調査区の南側隣接部分、県道上尾蓮田線と交わ

る間を対象に実施した。調査面積6,310ぷ、検出さ

れた遺構は竪穴住居跡 65軒、土墳 62基 (う ち、土

器焼成墳 13基 )、 溝跡 22条、井戸跡 1基、道路跡

1箇所、整地層 1箇所である。

第 20次調査の集落の晴矢は古墳時代中期である。

古墳時代中期和泉期の住居跡が 7軒、古墳時代後期
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の住居跡が 31軒、奈良時代の住居跡が 21軒、平安

時代の住居跡が 2軒、時期不明4軒 という内訳とな

る。古墳時代後期では、鬼高期初頭 (6世紀前半)

の住居跡が4軒、 6世紀後半の住居跡が 5軒、 7世

紀前半の住居跡が6軒、 7世紀中葉～後半の住居跡

が 16軒である。古墳時代中期から集落が開始し、

古墳時代後期に最盛期を迎え、奈良時代にやや減少、

平安時代には衰退するという流れは、事業団 1～ 3

次調査と非常に良く似た動向を迪る。また、古墳時

代後期といっても7世紀中頃から後半にピークがあ

ること、奈良時代でも8世紀前半に主体があること

から、集落のピークは7世紀後半～ 8世紀前半にか

けての時期と捉える方が実態に即した言い方であろ

つ。

確実に8世紀後半以降に位置付けられる住居跡は

3軒 (8世紀後半 1軒、 9世紀中頃～後半 2軒)に

留まる。こうした点から見ると、奈良時代中心の荒

川附遺跡から、平安時代になると元荒川対岸の椿山

遺跡に集落が移動するという見方 (寺内 1989)は

大局的には説得力のある説といえよう。但し、第

21次調査や蓮田市教育委員会調査分の中に8世紀

後半段階の住居跡が含まれており、具体的な様相は

それらを踏まえた上で評価すべきかもしれない。

集落の性格を考える上で特筆すべき遺構として第

63号住居跡がある。第 63号住居跡は鍛冶炉と鉄床

石、白色粘土貼りの土墳を備えた鍛冶工房であった。

床面上には多量の鍛造剥片が散布しており、住居跡

の一隅には椀形滓と輔羽口がまとめて捨てられたか

の様な状況で出土した。鉄製品 (未製品)も一定量

含まれ、その中には小型の鉄鋸が 1点検出された。

鉄鋸の出土量は比較的少なく、注目できる資料とい

える。時期的には7世紀末～ 8世紀初頭頃と考えら

れる。

事業団第 1～ 3次第 81号住居跡もほぼ同時期の

鍛冶工房である (木戸 1992)。 また、事業団調査 (第

21次 )で鍛冶工房 1軒、蓮田市教委第 6次 15号住

居跡からも鉄塊と鉄滓に伴い、底面が被熱焼土化し

イ

θ

(1)

θ

さ

鍮

ｔ
ｔbl

S

40m
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δ
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たピットが検出され、小鍛冶に関連する施設と考え

られている (寺内前掲書)。 荒川附遺跡では住居跡

覆土や溝跡などから鉄滓や鉄塊が出土する例が多く、

その中には竪炉系の製 0精錬滓と思われるものが一

定量含まれている。これらのことから、寺内の指摘

どおり (寺内前掲書 )、 鉄生産に強く関与した集落

と考えて誤りなかろう。元荒川対岸の椿山遺跡は平

安時代を中心とした製鉄関連遺跡と考えられており、

集落の移動と共に、遺跡の性格からもその関連性が

注目される。

さて、今回の調査で明らかになった点のひとつと

して、土師器焼成墳がある。土師器焼成墳出土遺跡

としては加須市水深遺跡 (栗原 1972、 塩野 1977)が

著名であるが、平面形態「無花果」形、奥壁側が深

く、手前に向かって浅く立ち上がる特徴を持つ、「水

深長台形タイプ」焼成墳 (富田 1997)と 同一形態の

焼成墳が 13基検出された。「水深型焼成墳」は蓮田

市教育委員会調査の第 7地点から3基の焼成墳と思

われる土墳があり (田中 1989)、 更に事業団第 21次

調査においても3基の土師器焼成噴が検出された。「水

深型焼成墳」に対しては、従来類型設定自体疑間視

する向き (望月1997)も あったが、荒川附遺跡出土

例を以って市民権を得たといえるであろう。

分布状態を見ると、遺跡の南側に入り込む入り江

状の谷地形に沿った斜面地を中心に発見されており、

台地状の平坦面からの出土例が少ない点は立地上の

特質といえょうか。しかし、土師器焼成墳といいな

がら焼成した土師器は検出されていない。覆土中か

ら検出された土器や遺構の重複関係、集落の動態か

ら7世紀後半～ 8世紀代に使用されていた可能性が

高いと推定している。遺跡から出土した土師器から

その焼成器種を推定すれば、北武蔵型不及び武蔵型

甕がその候補となる。

もうひとつ、荒川附遺跡の性格を考える際に見過

ごすことのできない特徴がある。それは掘立柱建物

跡が皆無である点である。ローム台地上に営まれ、

掘立柱建物跡の検出にさほどの困難性は認められず、

調査時点でも注意を払ってきたが、今のところ古代

の掘立柱建物跡は 1棟も検出されていない。本遺跡

とほぼ同時期の7世紀後半～ 8世紀前半の遺構が多

数検出された行田市築道下遺跡では、多数の掘立柱

建物跡が発見されており、そのあり方は対照的です

らある。おそらく築道下遺跡も同じ埼玉郡に所属す

る遺跡である。前述したように「手工業生産」遺跡

としての性格を示す現象と理解できようか。

このように、荒川附遺跡の性格を考えるとき、

通常の農耕主体の集落というよりも、鉄生産や土

器生産など手工業生産を強く指向した、「工人集落」

的な様相が認められる。鉄生産に関して言えば対

岸の椿山遺跡、自岡町たたら山遺跡群を合めて、

古代埼玉郡の鉄生産を担った中核集落と位置づけ

られよう。今後の調査の進展が期待される。土師

器生産では水深遺跡とともに古代埼玉郡における

土師器生産を担った遺跡と評価できよう。

さて、出土遺物からみた荒川附遺跡の特徴は、

東海産、特に湖西産須恵器が多量に出土する点で、

事業団報告書第 122集においても目立ったが、今

回の報告でも同じ傾向が認められた。他にも上野

産須恵器や常陸 (新治 )産須恵器、南関東系の盤

状不、東関東系の土師器など、他地域の土器が搬

入されたことが確認され、流通の結節点にあった

ことが分かる。おそらく元荒川の水運を利用して、

湖西産須恵器に代表される他地域産土器が持ち込

まれ、荒川附産土師器や鉄製品が他遺跡に搬出さ

れたのであろう。元荒川を利用した交易の拠点、

川津的な性格の遺跡であったといえようか。

元荒川を上流に辿ると、築道下遺跡や埼玉古墳

群がある。築道下遺跡には多量の湖西産須恵器が

出土し、掘立柱建物跡が数多く検出されている。

元荒川は埼玉郡の真ん中を流れており、古墳時代

にあっては埼玉政権、律令制下においても埼玉郡

の「母なる川」であったと考えられる。

註

註 1 蓮田市教育委員会田中和之氏のご教示による。
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Ⅳ 遺情と道物
1.竪穴住居跡
第 1号住居跡 (第 14図 )

第 1号住居跡はC・ D-2グ リッドに位置する。

第2号住居跡と重複し、本住居跡の方が新しい。平

面形はほぼ正方形で、規模は一辺 3。 40× 3。 30m、

深さ0。 8mである。主軸方位はN-45° 一Wを指す。

床面は概ね平坦であるが、中央部が緩やかに窪む。

全体に硬く踏み固められていた。覆土は暗褐色土か

ら黒褐色土で構成され、概ね自然堆積と推定された。

カマドは北西壁中央に設けられていた。全長 1。
"

m、 燃焼部は壁をわずかに切り込んで構築され、底

面は皿状に窪む。煙道部は約∞ cm壁外に延びる。袖

部と天丼部は自色粘土を積み上げて構築されていた。

貯蔵穴はない。ピットは2本検出されたが、伴う

ものではなかろう。壁溝は深さ5 cmほどで全周する。

出土遺物はやや少ない。土師器不 。甕 0壺 0小型

甕、須恵器不・甕、輔羽日、土錘、鉄製品 (刀子)

があり (第 15図 )、 覆土下層から床面に掛けてまと

まって出土した。 1～ 3は北武蔵型不。 1の内面に

は「×」状の線刻が 2箇所ある。4は全面赤彩され

たロクロ土師器 (盤状)不。 5の須恵器不は壁際の

床面付近から出土した。ほぼ完形。12の土師器甕

は床面出土。13の小型甕は覆土下層出土。15の羽

回は小口径で、鍛冶炉に使用されたものと推定され

る。その他、製鉄に関連する遺物として製錬炉の炉

内滓かと推定される滓が 6点 (計 1002。 41g)検出

された。 2点には木炭痕、 1点には砂鉄の焼結が認

められ、砂鉄製錬に由来する可能性がある。その他、

鉄塊 1点 (46.448)、 炉壁 1点 (96.598)がある。

遺構に直接伴う遺物ではないが、周辺に製鉄炉の存

在を示唆するものと考えられる。

出土遺物の時期は8世紀前半と考えられる。

・
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第 14図 第 102号住居跡
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1 (第 15

第2号住居跡 (第 14図 )

第 2号住居跡はD-2グリッドに位置する。住居

西半は調査区外に延び、北東隅を第 1号住居跡に切

られていた。

平面形は方形と推定されるが、北西辺が歪むよう

である。規模は長軸長 2。 20m、 短軸残存長 1。 13m

と小型の竪穴で、深さは 0。 36mである。主軸方位

はN-32° 一Wを指す。

床面はやや凹凸が目立つ。覆土はローム粒子を含

む黒褐色土を基調としており、概ね自然堆積と思わ

れた。

カマド (炉跡 ?)、 貯蔵穴、ピット、壁溝等の施

設は存在しない。

出土遺物は土師器有段口縁の大形壺が覆土中から

発見されたのみである。

第 16図 1は土師器大型壺である。推定回径 21。 4

cm、 推定高 53.O cm、 底径 10。 O cm。 残存率は約 30%。

胎土に角閃石・砂粒 。赤色粒子を含む。焼成は良好

で、色調は淡褐色。胴部外面は木口状工具によるナ

デ (刷毛目)と ヘラケズリ。底部は木葉痕か。

時期は不明確であるが、有段部が退化しているこ

とから鬼高期初頭を前後する時期と推定される。

第3号住居跡 (第 17図 )

第 3号住居跡はD-30E-2・ 3グリッドに位

置する。重複する第4号住居跡を切っていた。西壁

部は調査区外に延びるため、全体は不明であるが、

隅丸気味の方形の平面形を有する。残存規模は長軸

長 5.17m、 短軸長 3。 Mm、 深さ0.49mで ある。主

軸方位はN-44° 一Wを指す。北東壁の内側に壁溝

が2条検出され、内側 (3b号住居跡)から外側 (3

a号住居跡)に建て替えられた可能性がある。

床面はやや凹凸を持つが、全体に硬く踏み固めら

れていた。覆土は暗褐色土から黒褐色土を基調とし

ており、概ね自然堆積と推定された。

カマドは北西壁の調査区外との境に一部掛かる形

で検出された。カマドの存在に気付くのが遅れたが、

袖部の位置に自色粘土が存在したため、本来は自色

粘土を積み上げて構築したと考えられる。全長

0。 60mで、燃焼部はほぼ壁内に収まる。底面は緩

やかに窪み、灰層が形成されていた。煙道部は段を

持って立ち上がるが、確認できた長さは短い。

貯蔵穴は検出されなかった。土墳は2基あり、第

1号土墳は住居床面を切っていたため、住居よりも

新しい可能性がある。第 2号土墳は掘り方の一部と

考えた方が良いかもしれない。

ピットは11本検出された。P10P2が 第3a

号住居跡の主柱穴、 P3・ P4が建て替え前の第3

b号住居跡主柱穴に対応しよう。

出 土 位 置 ・ 備 考底径 残存 胎 土 焼成 色調番号 種 別 器 種 口径 器高

m19(床 +9)見 込みに線刻「X」 2ヶ 所40 COI 普通 淡褐土師器 不 (15.2) 3.2

30 C・ I 良好 褐 体部外面ヘラケズリ土師器 不 (12.8) 3.4

普通 褐 ヽ7(床 +5)底 部手持ちヘラケズリ 雲母状微粒子土師器 不 (13.8) 3.3 35

DOE・ G・ H・ I 良好 橙褐 m14(床 +6)ロ クロ成形 底部ヘラケズリ 全面赤彩4 土師器 盤状不 (14。 2) 3.3 (10.0) 30

普通 灰 ml(ほぼ床直)底部回転糸切り後周辺ヘラケズリ 南比企産不 14.4 3.9 9.9 90 I・ J須恵器

普通 灰褐 m2・ 4(床 +4～ 13)底部回転糸切り後周辺ヘラケズリ 南比企産14.8 4.5 ll.1 60 BOE・ JOL土師器 不

不良 橙褐 m5(床直)磨耗が激しく調整痕不明瞭(回転ヘラケズリ?)3.2 (9.0) 30 HOI・ J須恵器 不 (13.4)

m12e18(床 +3～ 6)南比企産か SJl-9と 同一個体10 E・ G・ IOJ 良好 灰須恵器 長頸瓶 ?

IOL 良好 灰 mll(床 +5)外 面平行叩き SJl-8と 同一個体須恵器 長頸瓶 ? 10

A・ GOI 普通 橙褐 ヽ17(床 +5)胴 部ヘラケズリ10 土師器 甕 21.5 10.3 10

C・ DOG・ H・ K 普通 褐 胴部外面ヘラケズリ 内面ナデ 外面に煤付着土師器 甕 11。 311

良好 淡褐 m5(ほぼ床直)口縁部外面ヨコナデ 指頭痕あり土師器 甕 21.7 18.6 90 COG・ H◆ I12

良好 褐 m6(ほぼ床直)胴 部外面煤付着 丸平底甕 13.4 18.9 8.4 90 C・ D・ GOH・ I13 土師器

14 土製品 土錘 長さ4.2cm 最大径3.3cm 孔径1.3cm 残存率40% 18.52g

15 土製品 羽 口 M13(床 +3) 長さ6.5cm 中心部内径1.6cm 中心部外径4.6cm 先端部内径4.6cm 52.45g
16 鉄製品 刀子 m28(床 +10) 現長 12.3cm 刃幅 1.6cm 背幅 0.3cm 茎長 8.5cm
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第 2表 第 3号住居跡出土遺物観察表 (第 18図 )
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第 16図 第 2号住居跡出土遺物

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出 土 位 置 0備 考
土師器 不 (11.0) 3.7 20 COE 普通 褐 ヽ6(床+20)体部ヘラケズリ 磨滅により方向不明瞭
土師器 不 12。 2 3.9 90 CODOHOI 良好 淡褐 ml(床 +6)無 彩 ヘラケズリー部ノッキング
土師器 不 (13.0) 3.7 40 L 良好 褐 M8(床 +16) 赤彩 続比企型不 体部外面ヘラケズリ
4 土師器 不 (13.6) 3.1 30 良好 淡褐 ヽ 7(床 +13)口縁外面～内面に赤彩 続比企型不
土師器 皿 (16.6) 3。 7 40 L 良好 橙褐 m2(床 +7)体 部ヘラケズリ
須恵器 蓋 90 E・ I・ J 良好 灰 ツマミ径 3。 9cm ロクロ右回転 南比企産
須恵器 蓋 2.4 25 BOI 普通 灰 SJ3 04 末野産 天丼部回転ヘラケズリ後ナデ
須恵器 蓋 (19.8) 3.0 25 B 普通 灰 SJ3 04 末野産 天丼部回転ヘラケズリ後ナデ
須恵器 蓋 (20。 0) 4.4 55 C・ G・ K・ L 普通 明黄灰 m4(床 +5)末野産 ツマミ径4.5cm ロクロ右回転 末野産

10 須恵器 不 (12.8) 3.1 (9.0) 30 G・ IoK 良好 灰 ロクロ右回転 体部下端及び底部手持ちヘラケズリ 秋間産か
11 須恵器 不 (15。 5) 3.4 10.4 40 IoJ 普通 灰 SJ304 底部中心に糸切り痕残る ロクロ左回転 南比企産
12 須恵器 不 3.2 (8。 4) 40 GoI・ J 良好 灰 ロクロ右回転 底部周辺ヘラケズリ 南比企産
13 須恵器 不 1.1 (8.6) 30 DOG・ 10J 良好 陪鳩 灰 ロクロ右回転 底部全面ヘラケズリ 南比企産
14 土師器 EE (22。 2) (6.6) 15 C・ EOH・ I・ K 良好 褐 胴部外面ヘラケズリ 内面木ロナデ
15 土師器 甕 (24.0) 4。 3 10 COH・ I・ K 良好 褐 胴部外面ヘラケズリ 内面木ロナデ
16 土師器 堡E 3.1 (7.4) 10 普通 褐 m5(床 +5)体 部下端底部ともにヘラケズリ
17 土師器 甕 3.1 6.6 10 COI 普通 褐 胴部外面底部ヘラケズリ 内面ナデ
18 須恵器 長頸瓶 7.2 20 GOI・ K 良好 灰 体部下端回転ヘラケズリ  湖西産か ロクロ右回転
19 須恵器 笙巨 4.6 (15。 8) 20 EOIOJ・ K 良好 暗灰 短頸壺か 内底面に自然釉付着 南比企産
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D l1 20m

B E l1 20m

F l1 20m

E

F'

土

土

　

土

土

色

色

土

色

色

土

土

褐

褐

色

褐

褐

色

色

暗

暗

褐

暗

明

褐

褐
６

　

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

3・ 4
黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

黄褐色土

黄褐色土

黒色土

暗褐色土

明褐色土

D'

ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子少
微細なローム粒子均質に含む。焼土粒子 0炭化物粒子やや多い
焼土粒子やや多い。炭化物多い
ローム粒子・ ロームブロック多い

焼土粒子・焼土ブロック・炭化物含む。砂質粘土ブロック含む
(カ マ ド天丼部崩落土・流入土 )
焼土多い。砂質粘土ブロックやや多い

(カマ ド天丼部崩落・流入土)
焼土粒子多い (天丼部崩落土)
焼土塊 (大ブロック)・ 黄褐色砂質粘土主体 (天丼部崩落土 )
壁崩落土。焼土粒子含む

灰・炭化物含む。焼土粒混 じる (灰層 )
焼土粒子やや多い

貼床 (黒色土若干混入 )

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

ローム粒極多い (SJ3b壁溝 )
焼土多い。天丼崩落土 (SJ4カ マ ド)
ローム粒子微量含む
ローム粒子少量
ローム質土多い
ロームブロック多い (SJ4b壁溝埋土)
焼土粒・ ロームブロック含む (SJ4カ マ ド)
ローム粒多い (貯穴)
ローム粒・ ロームブロック多い (貯穴)
ロームブロック多い。炭化物少量 (SJ4a壁溝 )

0 2

第 17図 第304号住居跡

第 3a号住居跡の壁溝は全周する。深さは5 cm程   から出土したものが大半である。土師器不・皿・甕・

度、第3b号住居跡のそれは約 10 cmで ある。      壺、須恵器不・蓋・長頸瓶・短頸壺、鉄製品がある
出土遺物は比較的少ない。小破片が多く、覆土中  (第 18図 )。 102は北武蔵型不で、 2は遺存率が
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第 18図 第3号住居跡出土遺物

高く南東壁直下の覆土下層から出土した。304は   刃部長 6.2 cm。 背幅 0.3 cm。 カマド覆土出±。

内面と口縁部外面が赤彩される続比企型不。 6の須   出土遺物の時期は8世紀前半と考えられる。

恵器蓋は南比企産、 7～ 9は末野産の蓋で、内面に  第4号住居跡 (第 17図 )

かえりをもつ。10は体部下端と底部を手持ちヘラ   第 4号住居跡はD・ E-3グ リッドに位置する。

ケズリする不で、黒色粒子が多量に吹き出している。  重複する第507号住居跡を切り、第 3号住居跡に

良質な胎土で、上野 (秋間)産 と考ぇてぉきたい。  切られていた。

ll～ 13は南比企産の須恵器。18は湖西産と推定さ   平面形は方形系と推定される。残存規模は長軸長

れる長頸瓶胴部片。19は短頸壺か。南比企産。2o  4。 43m、 短軸長 1。 85m、 深さ0.25mである。主軸

は両関式の鉄製刀子で、茎部を欠く。残存長 8.l cm、   方位はN-38°―Wを指す。

ヽ
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第 3表 第4

床面は概ね平坦である。覆土にはロームブロックが

多く含まれ、埋め戻された可能性がある (17層 )。

カマドは北西壁に設置される。燃焼部の大半を第

3号住居跡に壊され、遺存状態は悪い。煙道部は壁

外に 1。 15m延びる。燃焼部は右袖基部に凝灰質砂

岩の切石が据えられていた。

貯蔵穴はカマド右脇に設置されていた。楕円形プ

ランで、規模は長径 72 cm、 短径 55 cm、 深さ38 cm

である。埋土にはロームブロックが目立ち、住居と

ともに埋め戻された可能性が高い。

ピットは6本検出された。Pl～ P4が主柱穴と

考えられる。壁溝は残存部においては全周する。 P

2と P3の間に壁溝状の溝が検出されたため、建て

替えの可能性を考え第4b号住居跡としたが、SK
lも含めて間仕切り溝の可能性を考慮すべきかもし

れない。

出土遺物は少なく、全て小片である。土師器不と

須恵器蓋がある (第 19図 )。 1は模倣不系で、ケズ

リによって稜を作り出している。 2は続比企型不で、

赤彩が施されている。 3は末野産のかえり蓋。

第 19図 第4号住居跡出土遺物

(第 19

第20図 第304号住居跡出土遺物

時期は7世紀後半頃と推定される。

第 20図には第 304号住居跡から出土し、帰属
力洋」明しない遺物を掲載した。 1は有段口縁不で黒

色処理される。 2は系譜不明。4は内面に赤彩され、

ミガキが観察される。他に炉内滓 53.72gがある。

第 5号住居跡 (第 21図 )

第 5号住居跡は調査区北西部のD-203、 E一

3グ リッドに位置する。第 1・ 2号溝跡の攪乱を受

け、更に斜面に構築されているため住居跡東半は削

平されていた。第4号住居跡との新旧関係は調査時

に本住居跡の方が新しいと想定したが、第4号住居

跡の床面の状況、出土遺物や第 7号住居跡との関係

などから本住居跡の方が古いと考えた。

遺存状態は悪いが、第 7号住居跡と軸を揃えて隣

接することから、方形の大型住居跡になる可能性が

高い。残存規模は長軸長 6.60m、 短軸長 3。 30m、

深さ0。 25mである。主軸方位はN-32°一Wを指す。

床面は概ね平坦であるが、硬く踏み固められた形

跡は認められなかった。床面が削平された部分に被

熱焼土面が 1箇所検出されたが、炉跡にしては深す

辣瘍鰈蝙隋蒻瘍｀

           1

反眩浙｀<:~~~
三ゴ多

3

4 304 20

胎 土 焼成 色調番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 出 土 位 置 ・ 備 考

良好土師器 不 (12.2) 3.0 10 C・ G・ HOI 褐 M4(床 +6)無彩 模倣不系 小片のため口径不安定
土師器 不 (11.4) 3.2 20 G・ I 普通 褐 M3、SJ 3 04(ほぼ床直)口縁内外面赤彩 体部外面ヘラケズリ
須恵器 蓋 (16.0) 1.8 10 C・ I・ K 良好 黄灰 カマド ロクロ右回転 末野産

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出 土 位 置 0備 考
土師器 不 (16.0) 3.9 20 C・ HOIOK 良好 橙褐 口縁部内外面黒色処理 棒状工具による段の作出
土師器 不 (11.8) 3。 4 50 COH・ 10K 良好 褐 SJ 3 底部のみヘラケズリ 調整やや粗雑
土師器 甕 (13.4) 5。 4 10 B・ L 普通 褐 体部ヘラケズリ

4 土師器 不 G・ HOI・ J 普通 淡褐 内面赤彩
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第 5表 第 5 22

ぎるため、性格は不明である。

覆土はローム混じりの暗褐色土を基調としていた

が、埋め戻したと断定できるような状況ではなかっ

た。

第21図 第 5号住居跡

器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出 土 位 置 ・ 備 考番号 種 別

30 H 普通 褐 m3(床 +7)口縁部ヨコナデ 体部弱い手持ヘラケズリ土師器 不 (13.4) 4。 1

G 良好 暗灰 M4(床 +10)フ ラスコ瓶成形時の底部 湖西産 S J5-3と 同一個体須恵器 フラスコ瓶 6。 9

G 良好 暗灰 NQ4(床 +10)フ ラスコ瓶閉塞部 湖西産 SJ5-2と 同一個体須恵器 フラスコ瓶 8.8
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第22図 第 5号住居跡出土遺物

カマド・貯蔵穴等の施設は検出されなかった。第

2号溝跡中に存在する69号土墳をカマド掘り方で

はないかと想定したが、深過ぎるため確証は得られ

なかった。

ピットは2本あるが、主柱穴とはならない。想定

される位置の床面を掘り下げて確認に努めたが検出

できなかった。壁溝は存在しない。

出土遺物は非常に少なく、土師器不と須恵器フラ

A

SD2

Plめ   ml

All.50m A'    cl1 50m

第 23図 第 6号住居跡

スコ瓶の破片が検出された (第 22図 )。 1は土師器

模倣不。日径は13 cm大と推定される。覆土下層。 20

3は須恵器フラスコ瓶の胴部片で同一個体と思われ

る。 2は成形段階の底部、 3は閉塞部である。第4

号住居跡に帰属する可能性が高いと考える。他に、

鉄塊が 26。 61g出土した。

時期は不明確であるが、土師器不から6世紀後半

代に遡ると考えておきたい。

第6号住居跡 (第 23図 )

第 6号住居跡はE-3グ リッドに位置する。第7

号住居跡を僅かに切り、第 2号溝跡に南東隅部を切

られていた。

平面形は方形、規模は長軸長 2。 89m、 短軸長

2.43m、 深さ 0。 29mで ある。小型、西カマドの住

居跡で主軸方位はN-73° 一Wを指す。

床面は全体に硬い。特に住居中央から東側のカマ

ド前面付近は良く踏み固められていた。

覆土は炭化物混じりの暗褐色土で大きな土層変化

は認められなかった。

カマドは西壁に設けられていた。全長 78 cm、 燃

焼部は壁を切り込んで構築されていた。袖の範囲は

あまり明確なものではなかったが、白色粘土が使用

6

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

ド

暗褐色土

暗褐色土

炭化物少量
黄褐色ブロックやや多い
白色粘土がブロック状に混入
ロームブロック多い。しまっている(貼床)
ロームブロック多量(掘 り方)

白色粘土粒多量(天丼崩落土・流入土)
焼土粒多量(天丼崩落± 0流入土)

7 暗褐色土 流入土
8 白色粘土
9 黒褐色土 白色粒・ ローム粒含む (灰層 )
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されていた。

貯蔵穴は存在しない。ピットは3本あるが、いず

れも住居に伴うものではない。

壁溝は全周する。深さは5～ 10 cmほ どである。

出土遺物は少ないが、住居中央部の覆土下層にま

とまっている。土師器不・甕 。壺、須恵器蓋 。不と

砥石がある (第 24図 )。 lは 口縁部外面と内面に赤

彩される続比企型不である。 2も赤彩が残らないが

口唇部に沈線が巡 り同類の可能性がある。 3の須恵

第24図 第6号住居跡出土遺物

24図 )

器蓋は湖西産、4～ 6の不は南比企産である。 6は

底部静止糸切 りされている。llは大型の砥石。残

存長 12。 60 cm。 重量301.49g。 図示した正面及び

左側面は非常に良く使用されて平滑。木口面はあま

り使用されていない。石材は安山岩と推定される。

他に鉄塊系遺物が81.84g出土した。

時期は8世紀前半と考えられる。

6

胎 土 焼成 色調 出 土 位 置 0備 考口径 器高 底径 残存番号 種 別 器 種

良好 明褐 続比企型不 口縁外面及び内面赤彩2.7 10 HO10J土師器 不 (12.0)

普通 褐 口唇部沈線状 体部内面ミガキ3.5 10土師器 不 (15.0)

普通 灰 白 m7(床 +17)ロ クロ右回転 南比企産2.2 10 G・ J須恵器 蓋 16.0

良好 灰 底部回転ヘラケズリ ロクロ右回転 南比企産(10。 4) 40 BoL4 須恵器 不 (15.0) 3.0

普通 灰褐 m20(床 +7) ロクロ右回転 南比企産10.0 10 GOJ・ L須恵器 不 1.1

M8(床 +9)底 部静止糸切り 南比企産20 G・ J 良好 灰杯 1.3 8。 8須恵器

COG 普通 赤褐 Mll(床 +3)胴 部外面ヘラケズリ(19。 2) 6。 1土師器 甕

COG・ H・ 10K 良好 明褐 陥.2(ほ ぼ床直)胴部外面ヘラケズリ6.4 108 土師器 甕 (23。 6)

良好 褐 m506(床 +3～ 5)胴 部外面ヘラケズリ10。 1 (12.6) 35 COGOHOI9 土師器 甕

普通 暗褐 ヽ9013015(床 +8～ 14)胴部下端～底部ヘラケズリ5。 2 10 COI10 土師器 甕 5。 8

ヽ 1(床+3)長 さ12.6cm 幅6.Ocm 厚さ4.6cm 301 安山岩11 石製品 砥石
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第7号住居跡 (第 25図 )

第 7号住居跡はDoE-304グ リッドに位置す

り

SD2

A

口|
SJ4

A l1 30m

D ll.30m

J7
黒褐色土 ロームブロックまばらに含む
褐色土  ローム粒子・ ロームブロック多量
暗褐色土 ロームブロック多い
暗褐色土 ロームブロック・ ローム粒多量。 しま り強 (貼床 )
暗褐色土 ロームブロック・ ローム粒多量。 しまりなし

る。第 5号住居跡と軸を揃えて隣接する。重複する

第4号住居跡 0第 6号住居跡、第 2号溝跡に切られ

口「

7

ローム粒含む (SJ覆土 )

焼土粒・焼土ブロック・暗褐色土を含む (天丼崩落 )
焼土粒・焼土ブロック多量に含む (天丼崩落 )
焼土粒・焼土ブロック多量に含む (灰層・天丼崩落土 )
しまりなくサラサラ (煙道からの流入土)

第25図 第 7号住居跡

°
|

A E l1 00m

F l1 00m

D'

G l1 00m

ローム粒・ロームブロック含む
ローム粒含む
ロームと暗褐色土が混在(貯穴壁の崩落土)
ローム粒含む
ローム粒・ロームブロック多量
ロームブロック含む。粘性ややあり(埋戻し)
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1  4

7 7 26

ていた。

平面形はやや歪んだ方形で、規模は長軸長 5.46m、

短軸長 5。 12m、 深さ 0。 38mである。主軸方位はN

-51° 一Eを指す。

床面は平坦で、カマド前面から主柱穴に囲まれた

範囲が特に硬 く踏み固められていた。

覆土はロームブロックを多量に合む褐色土が堆積

しており、人為的に埋め戻された可能性がある (第

2層 )。

カマドは南東壁に設置される。袖部は地山掘 り残

しで、燃焼部はほぼ壁内に収まる。燃焼部長 l.08m、

幅 0。 42m、 底面には凝灰質砂岩の小塊が残されて

いた。支脚として使用された可能性があろう。

貯蔵穴はカマドに向かって右側のコーナー部に設

置されていた。平面形は長方形で、規模は長軸長

78 cm、 短軸長 57 cm、 深さ53 cmである。

ピットは 21本検出された。中世以降のものが含

まれているが、 Pl～ P4は住居に伴う主柱穴と考

えられる。

壁溝は部分的に途切れながら巡っていた。深さは

5 cm以下と浅い。また、北西壁壁溝からP3に向か

って溝が延びており、間仕切 り溝と考えられよう。

出土遺物は少ない。土師器不と甕、鉄製品がある

(第 26図 )。 102は 口縁部が直立する模倣不。 4

は断面方形の棒状製品で、鉄釘と考えられる。おそ

らく重複する第 2号溝跡等に帰属するものであろう。

第26図 第 7号住居跡出土遺物

残存長 4。 9 cm。 他に椀形滓が 92.01g出土した。

時期は小片ではあるが、模倣不の出土から古墳時

代後期、 6世紀前半と考えておきたい。

第 8号住居跡 (第 27図 )

第 8号住居跡はF-3グ リッドに位置する。調査

区外に延びるため、遺構の詳細は不明とせぎるを得

ない。

平面形は方形系と推定される。残存規模は長軸長

4.20m、 短軸長 1。 24m、 深さ 0。 39mである。主軸

方位はN-45°―Wを指す。

床面は平坦であるが、やや軟弱だった。覆土は暗

褐色から黒褐色土を主体とし、自然堆積に近い埋没

状況と思われる。

カマド・貯蔵穴は検出されなかった。ピツトは 1

本あるが、主柱穴にはならないであろう。

壁溝は巡っていた。深さ7～ 12 cm。

出土遺物は少ない。土師器不・甕がある (第器図 )。

1の不は模倣不とは異なる。底部は平底風または弱

い丸底風になると思われる。掘 り方出±。 2は小型

の模倣不である。 3は北武蔵型暗文不であるが、内

面の放射暗文は良く見えない。 4・ 5は武蔵型甕で

ある。

時期は不明確であるが、土師器不は 7世紀代、鉢

と甕は8世紀代である。 8世紀中頃を中心とした時

期と考えておきたい。

色調 出 土 位 置 ・ 備 考胎 土 焼成口径 器高 底径 残存番号 種 別 器 種

褐 ml(床 +9)口 唇部沈線状COE 普通14.0 4.0 10土師器 不

口唇部沈線状C・ I 普通 褐(13.0) 3.4 102 土師器 不

良好 褐 聞。13～ 16(床 +3～ 6)胴 部外面ヘラケズリ5。 3 (6.0) G土師器 甕

9cm 頭部幅0.6cm 重複するSD2に伴う遺物か4 鉄製品 鉄釘か
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第27図 第8号住居跡
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第28図 第8号住居跡出土遺物

第 8表 第 8号住居跡出土遺物観察表 (第 28図 )

第9号住居跡 (第 29・ 30図 )

第 9号住居跡はF-4グ リッドに位置する。重複

する第70号土墳が覆土上面を薄く覆っていた。また、

南東壁付近を第 3号溝跡に、北コーナー部をF-4

グリッドPlに削平されていた。

平面形は方形で、規模は長軸長 5。 25m、 短軸長

5。 16m、 深さ 0。 30mである。主軸方位はN-41°

―Wを指す。北東壁と南東壁の内側には壁溝が部分

的に巡ることが確認され、一度拡張されたことが判

明した。拡張前の住居跡を第9b号住居跡、拡張後

の住居跡を第9a号住居跡とすると、第9b号住居

跡の規模は長軸長 4.“ m、 短軸長4.62mと なる。

床面は細かい凹凸が顕著であるが、全体的に硬く

SJ8
1 暗褐色土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 黒色土
6 暗褐色土
7 暗褐色土

8 褐色土

ピッ ト1

9 暗褐色土

黄褐色 (ロ ーム)プ ロック・

炭化物少量

黄褐色 (ロ ーム)プ ロック・

炭化物少量

黄褐色 (ロ ーム)プ ロック

やや多い。炭化物少量

(3に比べて色調やや明るい )
黄褐色 (ロ ーム)プ ロックやや多 Lヽ

ローム粒・炭化物多い (貼床 )
ローム粒多い (貼床 )
ローム粒多い。粘土少量含む

(掘 り方 )
ロームブロック多い。 白色粘土

含む (掘 り方 )

ロームブロック多い

0

~■
ン́ ――

踏み固められていた。

覆土はローム粒子と焼土粒子混じりの暗褐色土が

主体で大きな土層変化は観察されなかった。

カマドは2基検出された。いずれも第9a号住居

跡に伴うもので第 1号カマドは北西壁中央に、第 2

号カマドは北東壁に位置する。遺存状態から第 2号

カマドから第 1号カマドに付け替えられたと考えら

れる。

第 1号カマドは全長 1.44m、 燃焼部は壁を切り

込んで構築されていた。煙道部は一段高く壁外に延

びる。袖部及び天丼部は自色粘土を積んでつくられ

ているが、袖には凝灰質砂岩と土師器甕が、天丼部

には土師器甕をソケット状に連結したものを補強寸

・ミ

Ｅ
８

．〓
ｍ

Ａ
一

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出 土 位 置 0備 考
土師器 不 (16.4) 5。 7 20 C・ G 普通 褐 掘り方 体部外面ヘラケズリ
2 土師器 不 (10。 5) 2.9 20 普通 橙褐 ml(床 +26)体部外面ヘラケズリ
土師器 不 (12.0) 2.9 10 CO10K 良好 褐 覆土 体部ヘラケズリ
4 土師器 甕 (20.0) 4。 1 10 COHOI 良好 褐 覆土 口縁部接合痕残る
土師器 甕 (23.0) 3.8 10 C・ GOH・ I 良好 明褐 覆土 口縁部ヘラキズ痕
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P7
SJ9

E

P2

ヽ

F l1 40m

Gl1 40m GI

ローム粒子・焼土粒子やや多い

しまり強い
ローム粒子多い

ロームブロック多い (貼床 )

黒色土混 じる
ローム粒・ロームプロック多量 (SKl)

焼土粒子多い。 ローム少

焼土プロック・黄褐色砂質粘土ブロック

含む (天丼部崩落土)
ロームプロック多い (掘 り方か)

自色粘土多い (袖 )

焼土プロック少量。 自色粘土 (天丼または

袖の構築土)プ ロック含む

ロームプロック・炭化物少量
ロームプロックやや多い

ローム粒・ ロームブロック含む
ロームプロック多量。 しまり強い

ローム粒含む

FI
<| く

|

カマ ド1
F-4G

皇
ｃ

Ｃ
一

F-4G カマド2

D

B'

ミ

SJ9
1 暗褐色土

2 褐色土
3 褐色土

4 褐色土
カマ ド1

5 暗褐色土
6 暗褐色土

7 明褐色土
8 暗褐色土
カマ ド2
9 暗褐色土

貯蔵穴 1

1 黒褐色土
2 暗褐色土

貯蔵穴 2

1 暗褐色土
2 茶褐色土
3 暗褐色土
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Ｅ
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Ш
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ギ
一
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SD3

B l1 60m

C l1 60m

D l1 60m

CI

D'

ピ

ー

２

卜2・ 3

暗褐色土 ローム粒多い
暗褐色土 ローム粒極少ない。比較的 しまり有 り

第29図

として使用していた (第 30図 )。 砂岩の切石は右袖

の芯として埋設され、その周りに底部を欠いた土師

第9号住居跡

器甕 (第 32図 15)を 正位に被せていた。左袖には

口縁部を欠いた土師器甕 (第 31図 14)を 逆位に据
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えて芯としていた。天丼部の架構材は土師器甕 (第

31図 12010、 第 32図 18)が 3本使用され、この順

に連結させていた。

また、燃焼部の中央から左に寄った位置に、甕の

底部から胴部下半の破片が伏せた上体で据えられて

いた。支脚に転用された可能性があろう。

第 9表 第 9号住居跡出土遺物観察表 (第 31・ 32図 )

第30図 第 9号住居跡第 1号カマド

第 2号カマドは北東壁に設置されていたが、袖部

は検出されず、断面観察からも第 1号カマド使用時

には既に撤去されていたことが判明した。

貯蔵穴もカマドに合わせて 2基存在する。第 1号

貯蔵穴は第 1号カマドとセットとなる。楕円形で、

規模は長径 93 cm、 短径 71 cm、 深さ 38 cmで ある。

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 出 土 位 置 ・ 備 考

土師器 不 ll.0 3.3 10.0 100 COGOHOI 良好 淡褐 m。 8(床直)無彩 有段口縁不
土師器 不 11.2 3.6 70 COH・ 10K 良好 淡褐 m5・ 34(床 +1～ 8)無 彩 有段口縁不
土師器 不 (12.0) 3.3 20 COH・ I 良好 褐 内外面黒色処理 有段口縁不
4 土師器 不 10。 6 3.3 45 HOIoJoK 良好 褐 m9・カマド①m30(床 +5～10)内面0日縁外面赤彩 続比企型不
土師器 不 (11.1) 3.5 70 C・ H・ K 普通 橙褐 ヽ6(床+8)体部外面ヘラケズリ 無調整部分わずか
土師器 不 (10。 9) 2.6 20 COI・ K 良好 褐 体部外面ヘラケズリ

土師器 不 (ll。 8) 3.6 20 COGOHoI 良好 橙褐 SD3 体部外面ヘラケズリ 器面全体に磨耗
8 須恵器 不 (8。 9) 2.0 10 I・ K 良好 灰 湖西産 不H
須恵器 平瓶 9.0 (6.3) 50 EOI・ K・ L 良好 灰 3ヽ3(床 +8)湖西産 回転ヘラケズリ ロクロ右回転

10 土師器 甕 20.2 23.4 75 C・ G・ HOI 良好 褐 カマドNQ12013e17028・ 31032 カマド①mll～ 13・ 21(床 +14～ 26)

ll 土師器 甕 19.0 24。 1 40 C・ EOH・ I・ K・ L 良好 褐 ヽ 9(床 +5)カ マド 内外面風化による磨耗顕著
12 土師器 甕 21.5 37.5 6.0 95 C・ E・ GoH.I・ L 良好 橙褐 カマドNQ4・ 6・ 7・ 10021 カマド①m509023 カマド①(床 +16～ 28)

13 土師器 甕 17.0 37.2 5。 0 80 C・ G・ H.I・ L 良好 暗褐 m16～ 32(床 +0～ 3)胴部外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ
14 土師器 甕 34.8 (5.0) 70 COGOH・ I 良好 褐 カマド①m。34 カマド左袖
15 土師器 甕 20。 8 15。 2 70 C・ G・ HoI 良好 明褐 カマド カマドヽ 3 カマド① 3ヽ5
16 土師器 甕 (17.8) 10。 2 30 CoH・ IoK 良好 褐 m15(床+5)胴部外面ヘラケズリ 内面縦方向の指ナデ
17 土師器 小型甕 13.8 9。 3 10 G 普通 褐 ヽ 1(ほ ぼ床直)胴 部外面ヘラケズリ
18 土師器 小型甕 19。 4 19.7 95 COG・ HOI 良好 橙褐 カマドヽ 16017025027 カマド①13018・ 26027(床 +1～ 24)
19 土師器 甕 9。 2 5。 0 75 CODOG・ H・ I 良好 褐 カマドml(床 +10)胴部外面・底部ヘラケズリ 内面木ロナデ
20 土師器 甕 5。 4 7.5 AOBOEOL 不良 褐 ヽ 7(床+6)底部指によるナデ
21 土師器 甕 (17.4) 15。 1 40 COG・ HOI 良好 褐 ヽ 304 カマ ドヽ 2(床 +4～23)口縁部煤付着
22 土師器 甕 3.4 (8.6) 50 C・ D・ G・ H・ I 普通 褐 胴～底部外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ
23 土師器 甑 6.0 (8.6) 10 COE・ L 良好 褐 ヽ14(床 +20)月同部外面ヘラナデ 内面ミガキ
24 土師器 甕 2.5 (4.8) 30 C・ D・ H・ I・ K 普通 褐 胴部外面ヘラケズリ 内面ナデ
25 土師器 高不 8。 7 90 GOH・ I・ K 良好 橙褐 外面赤彩 雲母状微粒子
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第32図 第9号住居跡出土遺物 (2)

＼ /′ 卜百フア
＼≧』~七/24

18

22

23

＼ ジ

19

第 2号貯蔵穴は2号カマド南側に位置する。楕円形

で規模は長径 78 cm、 短径 43 cm、 深さ36 cmで ある。

覆土はロームブロックが多量に含まれており、人為

的に埋め戻された状況が観察された。カマド付け替

えに伴って貯蔵穴も作り替えられたと考えられる。

ピットは7本検出された。P5以外は主柱穴と考

えられる。但し、 P7と P2、 P6と P3は重複し

ており、住居跡の拡張に伴って、P7→ P2、 P6
→P3にそれぞれ柱穴を掘り直したと推定される。

土墳は 1基ある (SKl)が、深さ 15 cmと 浅く、性

格は不明である。

第9a号住居跡の壁溝は全周する。深さ4～ 18

cm。 第9b号住居跡のそれは部分的に検出されたの

みである。深さ8 cm以下と浅い。

出土遺物は第 1号カマドとその周辺を中心にまと

まっている。土師器不 。高不 0甕 。壺・甑、須恵器

不 0平瓶がある (第 31・ 32図 )。 1～ 3は有段口縁

不。 1は第 1号貯蔵穴上面から出土した。完形品。

2は覆土下層出±。 3は続比企型の模倣不。口唇部

内面に沈線、内面と口縁部外面に赤彩される。第 1

号カマド内と貯蔵穴脇の破片が接合。 5は模倣不、

覆土下層出±。 6は模倣不だが、ケズリで稜を作り

出すタイプ。 7は北武蔵型不。第 3号溝から出土し

ており、住居跡に伴う保証はない。8はいわゆる不

H身で、湖西産と考えられる。 9は接合しない破片

を図上で合成したが、平瓶と推定される。胴部沈線、

胴部下端～底部は回転ヘラケズリ。内面の片寄った

位置に降灰がある。砂っぽい胎土で湖西産と考えら
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れる。10～ 16。 19は土師器長甕。13はカマド前面

の床面から潰れた状態で出土した。17は小型台付

甕と思われる。器表は被熱により剥離している。18

はやや小型の甕。20の甕は異系統 (非武蔵地域 )

かもしれない。
"は
甑。25は高不で混入品。その他、

椀形滓破片が 1点 (M.798)出土している。

時期は7世紀中葉～後半と考えておきたい。

第 10号住居跡 (第 33034図 )

第 10号住居跡はE・ F-4グ リッド、第 9号住

居跡の北東側にほぼ渤|を揃えて隣接して位置する。

平面形は整った方形で、規模は5.12m× 5.25m、

深さ0。 56mである。主軸方位はN-45°一Wを指す。

北東壁と南東壁溝の内側にはもう1条壁溝の痕跡が

発見され、一度拡張されたこと力洋」明した。拡張前

の住居跡を第 10b号住居跡、拡張後の住居跡を第

10a号住居跡とすると、第 10b号住居跡の規模は

一辺 4.田 m前後となる。

床面は概ね平坦で、全体的に硬く踏み固められて

いた。覆土はある程度埋没が進んだ段階で、ローム

ブロックを多く含む第 102層が堆積しており、人

為的に埋め戻されたと推定される。

カマドは2基検出された。第 1号カマドは第 10

a号住居跡に伴うもので、北西壁中央に設置されて

いた。全長 l.83m、 燃焼部はほぼ壁内に収まり、

煙道部は約 0.90m壁外に延びている。燃焼部底面

は皿状に窪み、中央やや奥付近は被熱面が形成され

ていた。袖はローム混じりの暗褐色土と自色粘土を

順に積んで構築されていたが、左右の袖部内壁面に

沿って凝灰質砂岩の切石が据えられていた。砂岩切

石の内壁面は強く被熱していた。

第 2号カマドは拡張前の第 10b号住居跡に伴う

ものと考えられ、北東壁中央部床面下に掘込みのみ

検出された。埋土には焼土ブロックが多量に含まれ

ていた。遺構の拡張に伴い埋め戻されたと推定され

る。

貯蔵穴は2基ある。第 1号貯蔵穴は第 1号カマド

に向かって右脇に位置し、第 1号カマドに伴うもの

と考えられる。規模は長径 75 cm、 短径 68 cm、 深さ

42 cmである。第 2号貯蔵穴としたものは第 2号カ

マド南側に位置する。楕円形で、規模は長径 62 cm、

短径 47 cm、 深さ 17 cm。 深度が浅く、カマドに近い

ことから掘り方の一部の可能性もある。

ピットは 10本検出された。 Plを除くと4本主

柱穴に対応する位置に存在する。それぞれ 2ないし

3本の柱穴が複合していることから、拡張に伴って

ピットも掘り直したと考えられる。

第 10a号住居跡に伴う壁溝は全周する。深さ4～

12 cL第 10b号住居跡のそれは深さ2～ 6 cmと浅い。

出土遺物は覆土中から出土したものが大半である。

土師器不 。甕・台付甕、須恵器蓋、輔羽口、鉄製品

がある (第 35図 )。 第 35図 1～ 8は模倣不系統の

土器。 1・ 2は模倣不。 1は壁際の上層出±。 3～

6は有段口縁不。4は底部に糸切り痕状の痕跡が見

える。 5は黒色処理される。 8は口縁部が直立する

模倣不で、 6世紀代の混入品であろう。カマド前面

の覆土上層出±。 9は口縁部外面ミガキ、内面ミガ

キと黒色処理される不で非在地産 (東関東系 ?)と

思われる。壁際の覆土上層出土。10011は深椀形の

暗文不。内面の放射暗文はまばらである。12の須恵

器蓋は混入か。13～ 19は甕。17はカマド埋土の上

面から出土した。底部が大きく木葉痕を留める。胴

部外面は粗いミガキカ功日わる。非在地産と思われる

(東関東系であろうか)。 18は底部が大きくヘラナデ

調整甕、20はヘラミガキ調整される台付甕で、やは

り東関東系譜か。21は輔羽口。両端を欠いている。

図上の右側が先端に近い部分で、灰白色に還元して

いる。その左が自色、更に褐色へと色調変化する。

外面の整形は長軸方向のケズリの後、なでており、

断面形は多角形に近い。22は刀子、23は茎部を欠

くが、短頸箆被平造五角形鏃と思われる。Zは角棒

状鉄製品。鏃の茎部か。いずれの鉄製品も覆土出土。

その他に図示しなかったが椀形滓が 3点、397g

出土している。

確実に伴う遺物がなく時期決定は難しいが、第9
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ロームブロック多い。焼土粒・炭化物粒含む

(埋戻 し土)
ローム主体。焼土粒少量 (埋戻 し土 )
ローム粒・炭化物・焼土粒少量 (自 然堆積 )
ロームブロック多い

ロームブロック多い (貼床 )
ロームブロック少量

焼土粒多い。炭化物含む(天丼崩落土)
ローム粒・焼土少量(流入土)
白色粘土粒・炭化物多い
白色粘土粒少量。焼土ブロック含む
(天丼崩落土・流入土)
焼土粒やや多い。灰を若干含む(灰層か)
粘土粒多い
ロームブロック多い
ロームブロック含む
ローム多い(住居掘り方)
ローム粒多い(住居掘り方)

ロームブロック少量。埋戻し土(5層 に類似)
焼土ブロック含む(崩落土)
ローム粒・焼土粒少量(崩落土)
ロームブロック多い(掘 り方)

10
暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

ド1

12 暗褐色土
13 白色土
14 暗褐色土
15 暗褐色土
16 褐色土
17 暗褐色土
カマ ド2

18 暗褐色土
19 暗褐色土
20 暗褐色土
21 暗褐色土

土

土

土

土

色

色

色

色

褐

褐

褐
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暗

暗

暗

暗
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暗褐色土 白色粘土多い。焼土粒少量(天丼崩落土)

Ｅ
一

ピット1
1 暗褐色土 ローム粒・ロームブロック含む(4層 に類似)
2 黄褐色土 ローム粒 oロームブロック多い
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第34図 第 10号住居跡第 1号カマド

第 10号住居跡出土遺物観察表 (第 35図 )

C

0 lm

第 10

底径 残存 胎 土 焼成 色調 出 土 位 置 ・ 備 考番号 種 別 器 種 口径 器高

80 G・ I・ K 良好 淡褐 m2(床 +26)上層出土 磨耗顕著土師器 不 (10。 4) 3.7

30 C・ DOH・ I・ K 良好 明褐 模倣不 体部外面ヘラケズリ 雲母状微粒子土師器 不 (11.0) 3.4

C・ G・ HOI 良好 明褐 M14(床+7)無 彩 有段口縁不 体部ヘラケズリ土師器 不 (11.2) 3.0 25

75 C・ G・ HOI 良好 褐 m13027(床 +7～ 13)有段口縁不 底部糸切り痕4 土師器 不 11.0 3.9

C・ G・ 10K 良好 黒褐 口唇部内面沈線をめぐらす 黒色処理土師器 不 (11.0) 3.2 25

良好 褐 カマド 無彩 有段口縁不 体部外面ヘラケズリ土師器 不 (12.0) 4.0 25 C・ GOH・ I・ K

良好 淡褐 模倣不系 風化の為磨耗顕著 胎土粉っぽい土師器 不 12.6 3.7 80 GOI・ K
（
Ｘ
） 土師器 不 4.6 15 COE・ GOI 良好 橙褐 mll(床 +30)混入 体部外面ヘラケズリ

5.5 85 COD・ 10K 良好 褐 ml(床 +42)内面黒色処理 0ミ ガキ土師器 不 11.6

20 COGOH・ I 良好 橙褐 m25(床+7)内 面放射暗文 体部外面ヘラケズリ10 土師器 不 (13.2) 5。 2

COHO10K 良好 橙褐 暗文まばら11 土師器 不 14.0 3.8 15

普通 灰 混入か 南比企産12 須恵器 蓋 (15。 6) l.4 G・ I・ JOK
13 土師器 甕 (20.0) 5。 9 20 C・ I・ K 良好 淡褐 m6(床 +10)カ マドー括 胴部外面ヘラケズリ
14 土師器 甕 (19。 2) 9。 5 45 CoE・ G・ I 良好 淡褐 m26(ほ ぼ床直)雲母状微粒子
15 土師器 甕 (22.2) 6。 7 25 C・ GOH・ I・ K 良好 淡褐 胴部外面ヘラケズリ 雲母状微粒子
16 土師器 甕 (18.8) 33。 1 75 COH010K・ L 良好 明褐 焔.6031034～ 37・ 45～48 カマド(床 +10～ 34)

39。 5 (7.3) 65 E・ GOHOI・ K 良好 褐 m28029038～ 430450460480490カ マド(床 +18～ 36)17 土師器 甕 18。 2

8.0 65 E・ G・ HOI・ L 良好 褐 m19 胴部外面・内面・底部ヘラナデ 体部外面下端ヘラケズリ18 土師器 甕 4.0

5.0 50 COEOG・ I 良好 暗褐 M41045・ 510カ マド・カマドー括 (床 +20～ 27)19 土師器 甕 13.5

70 E・ G・ H・ I・ K 良好 褐 m24(床 +4)雲 母状微粒子20 土師器 台付甕 4.4

21 土製品 】】口 白色粒子多量に合むm52 長さ4.7cm 31.53g 被熱による色調の変化が激しい 断面形は多角形に近い
22 鉄製品 刀子 m10(床 +20)現長4。 lcm 刃幅0。 7cm 背幅0。 3cm

鉄鏃 m12(床 +3)現長4。 lcm 刃幅3.5cm 背幅0。 2cm 五角形鏃 平造り23 鉄製品

24 鉄製品 棒状品 m15(ほぼ床直)現 長2.3+3.9cm 幅0。 5cm 鉄鏃の可能性もあり
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